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第 14 話 日露戦争 

ロシアの不信
ふ し ん

。 満州
まんしゅう

撤兵
てっぺい

の約束を果
は

たさないのみか、却
かえ

って韓国の北境を占領 

さえする。 隠忍
いんにん

を極
きわ

めた我が交渉に対する彼等の無誠意
む せ い い

からついに日露
に ち ろ

戦争
せんそう

が起こる。 

徹
てっ

頭
とう

徹
てつ

尾
び

わが大勝に終わっておおいに我が国威
こ く い

があがる。 ポーツマス条約の締結
ていけつ

。 

ロシアの不法
ふほう

 

ロシアが清国に約束した第一回の満 州
まんしゅう

撤兵
てっぺい

の期日は明治 35年 10月 8日でした。 彼
か

れは先づ 遼
りょう

河
が

以西の駐屯地
ちゅうとんち

を撤退
てったい

して、その約束を履行
りこう

するかの様子
ようす

をみせたが、その実
じつ

、これは遼河以西が彼れにと

って大した痛痒
つうよう

を感じないところであったからで、真
しん

に誠意
せいい

があっての事ではなかったことは、次の撤兵

期日である翌 36年 4月 8日になって明
あき

らかに分
わ

かった。 この時、彼れは撤兵の準備
じゅんび

さえしなかったばか

りか、却
かえ

って吉
きつ

林
りん

省
しょう

の兵を韓国
かんこく

の北境に移して、これを占 領
せんりょう

した。 のみならず、新たに清国政府に不

法な要求を提出したり、旅
たび

順
じゅん

に東亜
とうあ

太守府
たいしゅふ

を設
もう

けて、関東総督アレキセーフをその太守として極 東
きょくとう

経営
けいえい

に当たらせた。 

日本の 協
きょう

商
しょう

原
げん

案
あん

 

  斯
こ

うして、満州がもしロシアに併呑
へいどん

されては、韓国の独立が危
あや

うくされるようになれば、すぐに我が

国の安危
あんき

にもかかわり、東洋の平和は保
たも

たれるべくも無いのですから、わが政府はこの年 6月 20日、御前
ごぜん

会議
かいぎ

を開いてロシアに対する我が大方針
だいほうしん

を決定し、7 月 28 日、駐
ちゅう

露
ろ

公使 栗野
くりの

慎
しん

一郎
いちろう

に、露国政府と直 接
ちょくせつ

に交 渉
こうしょう

を開かせることにした。  

それで、栗野公使が 7月 31 日にその旨を露国政府に告
つ

げると、彼れは喜んで交渉に応
おう

じる意
い

のあるこ

とを言明
げんめい

したので、すなわち 8 月 12日に、我れは 協 商
きょうしょう

の基礎
き そ

となるべき原案
げんあん

を提 出
ていしゅつ

した。 清
しん

、韓
かん

両

国の独立および領土
りょうど

保全
ほぜん

を尊 重
そんちょう

し、且つ清
しん

韓
かん

両国における各国商工業のために機会
きかい

均等
きんとう

の主義を維持
い じ

す

る事、および露国は韓国における我が国の優越権
ゆうえつけん

を承 認
しょうにん

するかわり、我が国は満州の鉄道の経営につい

て露国がもっている特殊
とくしゅ

の利益
りえき

を承認する事、等々の条件でした。 

ロシアの対案
たいあん

 

  ところが、露国政府は、この提案を交渉の基礎とすることを拒
こば

んで、10 月 3 日になって 漸
ようや

く別
べつ

に一

つの対案
たいあん

を提出した。 それに拠
よ

ると、彼
か

れは清国の独立および領土保全の尊重はこれを拒
こば

み、満州およ

びその沿岸
えんがん

を全く我が国の利益の範
はん

囲
い

外
がい

に置
お

くことを要求した上に、韓国における我が自由行動にも種々
しゅじゅ

の制限
せいげん

を設
もう

けて、なおその上に、韓国領土の北緯 39度以北の部分は中 立
ちゅうりつ

地帯
ちたい

と看做
み な

して、そこえは両国

共に軍隊を入れないことにしようというのでした。 即ち、満州は全くロシアでこれを独占
どくせん

して、ただ韓

国における日本に利益だけを制限
せいげん

しようというのです。  

もとよりそんな事が承知
しょうち

の出来る筈がなかったので、我が政府は更に 10月 30日に 修
しゅう

正
せい

案
あん

を出して、

再
さい

考
こう

を 促
うなが

した。 これが最初の提
てい

案
あん

に比
くら

べて、ずっとロシアに取って有利
ゆうり

なものであったことはいうま
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でも無いが、それにも拘
かか

わらず、彼
か

れはわざと返事を延
の

ばして、我が国からたびたび催促
さいそく

を受けて、やっ

と 12月 11 日になって第二の提
てい

案
あん

を提
てい

出
しゅつ

して来た。 ところが、これには満州の事は 全
まった

く省
はぶ

いて、協
きょう

商
しょう

の範
はん

囲
い

を韓国に関することだけにして来た。 第一の対案より更に一
いっ

層
そう

横
おう

暴
ぼう

なものにして来たのです。 

日本の修 正
しゅうせい

案
あん

 

  いうまでもなく、この協商は満
まん

、韓
かん

両地における彼我
ひ が

の利益
りえき

範囲
はんい

を相互
そうご

に承 認
しょうにん

して、将来、両国の

間に衝 突
しょうとつ

などの起こらないようにしようというのであるのに、彼
か

れの態度はますます暴
ぼう

慢
まん

になるばかり

であって、妥
だ

協
きょう

の精
せい

神
しん

は少しもこれを見ることが出来なかった。 しかし、なお我
わ

が政府はあくまでも平

和の間に事をまとめようと望んだので、更にまた 12月 21日、彼れの第二の対
たい

案
あん

に対する 修
しゅう

正
せい

案
あん

を提
てい

出
しゅつ

した。 露国政府はこれに対して、明治 37 年 1 月 6 日付で解答
かいとう

して来たが、 殆
ほとん

ど何らの 譲
じょう

歩
ほ

もなく、

もとより満州独
どく

占
せん

の決
けっ

心
しん

は断じてこれを変えなかった。  

ロシアの開
かい

戦
せん

準
じゅん

備
び

と日
にち

露
ろ

の国
こっ

交
こう

断
だん

絶
ぜつ

 

  のみならず、更に 1月 13日付で我が政府が提出した最後の修正案に対しては、その後三週間を経過し

ても何らの回
かい

答
とう

も与
あた

えないで、一方、しきりに大兵
たいへい

を満 州
まんしゅう

に送り、有力な艦隊
かんたい

を東洋
とうよう

に派遣
はけん

して、ます

ます軍
ぐん

備
び

を盛
さか

んにした上、しだいに韓国の北 境
ほくきょう

に迫
せま

って、我が国を兵力で威圧
い あ つ

しようとした。 こうな

ってはもうとても平和の手段で解決はつけられなかった。 我慢
がまん

に我慢をして来た我が政府も、ついに堪忍
かんにん

袋
ぶくろ

の緒
お

を切
き

って、明治 37年 2月 6日に、懸案
けんあん

の談判
だんぱん

および外交の関係を絶ち、帝国の既
き

得
とく

権
けん

および正
せい

当
とう

の利益を守るために、自由行動を取ることを露国政府に通告
つうこく

した。 

  そのころ、我が海軍の主力は三艦隊七戦隊から成っていた。 第一艦隊は第一、第三の 2 戦隊から成

り、海軍中将 東
とう

郷
ごう

平
へい

八
はち

郎
ろう

が司令長官で、第二艦隊は第二、第四の 2戦隊から成り、海軍中将 上
かみ

村
むら

彦
ひこ

之
の

丞
じょう

が司令長官、第三艦隊は第五、第六、第七の 3戦隊から成り、 海軍中将 片岡
かたおか

七郎
しちろう

が司令長官でした。 そ

して、更に第一、第二の艦隊を合して連合艦隊を組織し、東郷
とうごう

中将がその司令長官になっていた。  

  一方、ロシアの太
たい

平
へい

洋
よう

艦
かん

隊
たい

は、根
こん

拠
きょ

地
ち

の旅
りょ

順
じゅん

にその主
しゅ

力
りょく

を 集
しゅう

中
ちゅう

し、ウラジオストックに巡 洋 艦
じゅんようかん

リューリクら四隻を置き、仁川
じんせん

に巡洋艦ワリャーグ、砲艦コレーツの二隻を派遣
はけん

していた。 

連合
れんごう

艦隊
かんたい

の出 動
しゅつどう

 

  すでに国
こっ

交
こう

が断
だん

絶
ぜつ

すれば軍
ぐん

事
じ

行
こう

動
どう

に出るのに何の躊躇
ちゅうちょ

も要
よう

しない。 2月 6日、露艦襲 撃
しゅうげき

の命
めい

を受

けた東郷
とうごう

総合艦隊司令官は、各戦隊を率
ひき

いて長崎の佐世保
さ せ ぼ

を発し、7 日途中、朝鮮の木
もっ

浦
ぽ

沖
おき

で、海軍少将 

瓜
うり

生
う

外
そと

吉
きち

の率いる第四戦隊と別れて、これには韓
かん

国
こく

臨
りん

時
じ

派
は

遣
けん

隊
たい

となって京
けい

城
じょう

に赴
おもむ

く歩兵第 23旅団（旅団

長陸軍少将 木
き

越
ごし

安
やす

綱
づな

 ）を載せた運
うん

送
そう

船
せん

を護
ご

送
そう

して仁
じん

川
せん

に向わせ、自分は第一、第二、第三の 3 戦隊を

率いて威風堂々
いふうどうどう

と旅
りょ

順
じゅん

をさして進んだ。 

第 1 回の旅
りょ

順
じゅん

口
こう

攻
こう

撃
げき

 

  こうして 8日の夜、先づ駆逐
くちく

艇隊
ていたい

に港口
こうこう

に停泊
ていはく

している敵艦隊を襲撃させた。 折から、敵の多くの
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将 卒
しょうそつ

らは陸上に上がって少しも警戒していなかったので、我れは闇
やみ

に 乗
じょう

じて敵艦間
ま

近
ぢか

に迫
せま

り、水
すい

雷
らい

を放

ってその三隻に大損害を与えた。 そして翌 9日、更に全艦隊をもって総攻撃を開始し、僅
わづ

かに 40分足ら

ずの間に、またまた敵の四隻に 殆
ほとん

ど戦
せん

闘
とう

力
りょく

を失うほどの大損害を与えたが、黄
おう

金
ごん

山
ざん

砲
ほう

台
だい

からの砲撃
ほうげき

が

頗
すこぶ

る猛烈
もうれつ

で、長くそこに留
とど

まっていると、我にも死傷者を多く出す心配があったので、午後零
れい

時 35 分、

早くも交
こう

戦
せん

を止
や

めて、仁
じん

川
せん

をさして引き上げた。  

この両日の戦いで、敵は 36 名の死者
ししゃ

と 120名の負傷者
ふしょうしゃ

とを出し、主 力
しゅりょく

艦 13隻のうち 7隻は 殆
ほとん

ど戦
せん

闘
とう

力
りょく

を 失
うしな

い、残りの 4隻もまた多少の損害
そんがい

を受けて、損 傷
そんしょう

のなかったものは僅かにただ２隻に過ぎず、

駆逐艇 4隻もまた戦闘力を失った。 これに反して、我は僅
わづ

かに 4名戦死者と 54名の負傷者とを出したば

かりで、艦艇
かんてい

の受けた損害も極
きわ

めて軽
けい

微
び

で、 殆
ほとん

ど言うにも足らないくらいでした。 

仁川
じんせん

沖
おき

の海戦
かいせん

 

  又、さきに仁川に向った第四戦隊は、8 日の夕
ゆう

方
がた

から夜
や

半
はん

にかけて、無事に陸兵の上陸援護
えんご

の任務
にんむ

を

終えると、9 日午前 7 時、瓜生
うりう

司令官は先づ露艦ワリャーグ、コレーツの 2 艦に対して、正午までに港外
こうがい

に

出るように命じ、同時に仁川停泊
ていはく

中の列国軍艦に対して、「露艦がもし 9 日正午までに出 港
しゅっこう

しなければ、

これを港内で砲撃
ほうげき

するから、列国軍艦はその錨地
びょうち

を変更
へんこう

されるように」という趣
しゅ

意
い

の希
き

望
ぼう

を通
つう

告
こく

した。 そ

して露艦の 2 隻が港外に出るのを待って、午前零時 15 分から、これと砲火
ほうか

を交
まじ

え、交戦約 35 分で敵の戦

闘力を全く失わせた。 敵の 2 艦は辛
かろ

うじて港内に退いたが、午後 4 時半ごろ、ついに相
あい

ついで 自
みづか

ら爆
ばく

沈
ちん

した。  

宣戦
せんせん

の 詔 勅
しょうちょく

 

  このように開
かい

戦
せん

の劈
へき

頭
とう

第一で、旅順に、仁川沖に、我れは彼れを小
こ

気
き

味
み

よく撃
げき

破
は

して、機
き

先
せん

を制
せい

した

ので、この勝 報
しょうほう

が国内に伝
つた

わると、我が国民は挙
こぞ

って 歓
かんこ

呼の声をあげた。 この時、2 月 10 日付で以

下の宣
せん

戦
せん

の 詔
しょう

勅
ちょく

が煥
かん

発
ぱつ

された。 

天佑
てんゆう

を保有
ほゆう

し、万
ばん

世
せい

一
いっ

系
けい

の皇
こう

祖
そ

を践
ふ

める大日本帝国皇帝は、 忠
ちゅう

実
じつ

勇
ゆう

武
ぶ

なる 汝
なんじ

有
ゆう

衆
しゅう

に示
しめ

す。 

朕
ちん

はここに露国に対して戦いを宣
せん

す。 朕の陸海軍は宜
よろ

しく全力を極
きわ

めて露国との交戦
こうせん

の事に

従
したが

うべく、朕の 百 僚
ひゃくりょう

有司
ゆうし

は宜
よろ

しく各々その職 務
しょくむ

に 従
したが

い、その権能
けんのう

に応
おう

じて国家の目的を達

するに努力すべし。 凡
およ

そ国
こく

際
さい

条
じょう

規
き

の範
はん

囲
い

に於
お

いて一
いっ

切
さい

の手
しゅ

段
だん

を尽
つ

くし、違算
いさん

のない事を期
き

せ

よ。 

惟
おも

うに文明
ぶんめい

を平和に求め、列国と友誼
ゆうぎ

を篤
あつ

くして、以
も

って東
とう

洋
よう

の治
ち

安
あん

を永
えい

遠
えん

に維
い

持
じ

し、各国の権
けん

利
り

利
り

益
えき

を損
そん

傷
しょう

せずに、永
なが

く帝国の安全を将来に保障
ほしょう

する事態
じたい

を確立
かくりつ

するのは、朕が夙
つと

に国交の

要義
ようぎ

として、朝夕
あさゆう

敢
あ

えて違
たが

わない事を期
き

す。 朕の有
ゆう

司
し

も又
また

能
よ

く朕の意を体して事に従い、列国

との関係は年を逐
お

う
う

て益
ます

々
ます

親
しん

厚
こう

に 赴
おもむ

くと見ている。 しかし、今不孝にして露国と釁端
きんたん

をひら

くに至る、豈
あに

朕の 志
こころざし

ならんや。  
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帝国の重
おも

きを韓国の保全
ほぜん

に置くのは一日の故
ゆえ

に非
あら

ず。是
これ

両国累世
るいせい

の関係に因
よ

るのみならず、韓国

の興亡
こうぼう

は実に帝国の安危
あんき

の繋
かか

る所なればなり。 然
しか

るに露国はその清国との盟約
めいやく

および列国に対

する累
るい

次
じ

の宣
せん

言
げん

にも拘
かか

わらず、依
い

然
ぜん

として満
まん

州
しゅう

を占
せん

拠
きょ

し、ますますその地歩
ち ほ

を強固
きょうこ

にして終
つい

に

これを併呑
へいどん

せんとしている。 もし満州が露国の領 有
りょうゆう

に帰
き

せば、韓国の保全
ほぜん

は支
ささ

えられず、極東

の平和もまた素
もと

より望めない。 故
ゆえ

に朕はこの機
き

に際
さい

して、切
せつ

に妥
だ

協
きょう

によって時
じ

局
きょく

を解
かい

決
けつ

し、

以って平和を恒 久
こうきゅう

に維
い

持
じ

すことを期し、有司に露国に提議
ていぎ

し、半年の久
ひさ

しきに亘
わた

り、屡次
る じ

折 衝
せっしょう

を重
かさ

ねさせた。 しかし露国はひとつも交
こう

譲
じょう

の精神
せいしん

を以
も

ってこれを迎
むか

えず、空
むな

しく日を費
つい

やし

て 徒
いたづ

らに時局の解決を遷延
せんえん

させて、陽
よう

に平和を唱 道
しょうどう

し、陰
いん

に海陸の軍備を増大し、以って我れ

を屈 従
くつじゅう

させようとする。 凡
およ

そ露国が始めから平和を好愛
こうあい

する誠意
せいい

なるものが毫
ごう

も認める事がで

きない。 露国は既に帝国の提議
ていぎ

を容
い

れず、韓国の安全はまさに危 急
ききゅう

に瀕
ひん

して、帝国の国利は将
まさ

に侵
しん

迫
ぱく

されんとしている。 事
こと

既
すで

にここに至る、帝国が平和の交渉に依
よ

り求めんとする将 来
しょうらい

の

保障
ほしょう

は、今日では之を旗鼓
き こ

の間に求める外
ほか

ない。 朕は 汝
なんじ

有衆の忠実勇武に依頼して、速
すみ

やかに

平和を永 遠
えいえん

に克 復
こくふく

し、以って帝国の光栄
こうえい

を保全する事を期す。 

全国民
ぜんこくみん

の踊
よう

躍
やく

 

  遼東還付
かんぷ

の苦杯
くはい

を嘗
な

めさせられてから正
まさ

に 9 年、臥
が

薪
しん

嘗
しょう

胆
たん

して久
ひさ

し
し

く報
ほう

復
ふく

の機
き

を待っていた全国民

は、この大詔を拝して踊
よう

躍
やく

した。 悪
あく

辣
らつ

、暴
ぼう

戻
れい

、嘗
かつ

て我れに迫
せま

って還
かん

付
ぷ

させた遼 東
りょうとう

半島
はんとう

の一角を、彼れ

は今奪
うば

って極 東
きょくとう

経
けい

営
えい

の根
こん

拠
きょ

地
ち

としているほどにも非
ひ

義
ぎ

非
ひ

道
どう

を極
きわ

めた上に、更に我が生命
せいめい

線
せん

である韓国を

さえ 脅
おびや

かそうというのです。 この 讐
しゅう

敵
てき

に対する我が国民の憤
ふん

激
げき

噴
ふん

怒
ぬ

が、凝
こ

って烈
れつ

々
れつ

天
てん

をも焦
こ

がすばか

りの敵
てき

愾
がい

心
しん

となったのに不思議
ふ し ぎ

はない。 

  こうして 2 月 12 日、紀元
きげん

の佳節
かせつ

に大本営
だいほんえい

を宮中に設けられ、天皇は親
した

しく三軍を号令される事とな

った。 

  露国皇帝ニコライ 2世も同じく 2月 10日に宣戦
せんせん

を布告
ふこく

した。 この日、我が駐露公使 栗野
くりの

慎
しん

一郎
いちろう

は

露都を引き上げて帰国の途
と

に就
つ

いたが、わが国駐在の露国公使ローゼンも 11日には東京を去り、12日に横

浜から仏国の郵船
ゆうせん

で帰国
きこく

の途
と

についた。 

  列国は局 外
きょくがい

中 立
ちゅうりつ

を宣言した。 

第 2 回の旅
りょ

順
じゅん

口
こう

攻撃
こうげき

 

  さて、我が海軍は、すでに 2月 8 日、9日の旅順攻撃で、敵の艦隊に大損害を与えたけれども、まだま

だこれを全滅
ぜんめつ

させたわけでもなかったし、ウラジオストックにも相当の威力
いりょく

を備
そな

えた敵艦がいたので、安

心して満州に陸兵
りくへい

を輸送
ゆそう

するためには、第一に先づ、旅順の敵艦隊を圧迫
あっぱく

して、黄
こう

海
かい

方面の制
せい

海
かい

権
けん

を我れ

に収
おさ

めなければならない。 そこで、2月 11日、わが駆逐艦 4隻は折
おり

からの大風雪を冒
おか

して旅順に向かい、

14 日の早 暁
そうぎょう

、その港口に達して、敵の砲
ほう

台
だい

および 哨
しょう

艇
てい

からの烈
はげ

しい砲
ほう

火
か

を浴
あ

びながら敵艦に近づき、

水雷
すいらい

を放
はな

って戦艦 2隻に大損傷を与えた。 すると、それからというもの、敵はいよいよ我が海軍の勇
ゆう

敢
かん
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な猛
もう

撃
げき

、奇
き

襲
しゅう

におびえて、敗
はい

余
よ

の艦船を深く港内に移して蟄居
ちっきょ

した。 

 第 1 回の旅
りょ

順
じゅん

口
こう

閉塞
へいそく

 

  そこで我れは、今度は港口を閉
へい

塞
そく

して敵艦隊を封
ふう

鎖
さ

し、再び港外に出て来ることの出来ないようにし

ようという案を立てた。 すなわち運送船の中から老汽船 5 隻を選
えら

んで、これに石
せっ

塊
かい

を積
つ

み込
こ

み、港口の

適当な位置に至
いた

って、 自
みづか

ら爆
ばく

破
は

沈
ちん

没
ぼつ

させる事にした。 

  しかし、それには決死
けっし

の乗組員が要
い

る。 各船毎
ごと

に一人の指揮官
し き か ん

と一人の機関
きかん

長
ちょう

とは先づこれを任命

したが、その他の閉塞
へいそく

隊員はすべてこれを連合艦隊の下士卒
か し そ つ

の中から募
つの

る事とした。 すると、 忽
たちま

ちこ

れに応
おう

じる者が 2,000 余人の多さにのぼり、いづれも意
い

気
き

天
てん

を衝
つ

くの 勢
いきお

いで、中には血書
けっしょ

して嘆願
たんがん

した

者すらあった。 必要な人数は総
すべ

てで 67 人だけであるから、その志願者の中からこれを選んで、天津
てんしん

丸
まる

、

報国
ほうこく

丸
まる

、仁川
じんせん

丸
まる

、武揚
ぶよう

丸
まる

、武州
ぶしゅう

丸
まる

の 5汽船にそれぞれ分 乗
ぶんじょう

させた。 

  こうして 2 月 22日、この 5 隻の閉塞
へいそく

船隊
せんたい

は諸艦艇に援護
えんご

されて旅順に向かい、24 日の午前 3時頃に、

夜間の中を敵の砲火を冒
おか

して港口に突
とっ

進
しん

した。 そして目ざすところにそれぞれ船を留
とど

めて爆沈
ばくちん

させると、

急
いそ

いで隊員はボートに乗
の

り移
うつ

って沈没船を去
さ

り、援護
えんご

の駆逐
くちく

艇隊
ていたい

に収 容
しゅうよう

されて帰って来たが、なんとい

う 幸
さいわ

いか、この壮烈
そうれつ

極
きわ

まる行動において僅
わづ

かに 1名の戦死者、3名の負傷者を出したばかりでした。 

  

 

 

 

報
ほう

国
こく

丸
まる

 乗
のり

組
く

みの勇
ゆう

士
し

 

閉
へい

塞
そく

の任
にん

務
む

を終
お

えて帰
き

艦
かん

した後
のち

の撮
さつ

影
えい

。 

前列右から 3 人目が広
ひろ

瀬
せ

中佐。 竹
たけ

むしろで巻
ま

かれて

いるのは 重
じゅう

傷
しょう

者
しゃ

。 

第 2 回の旅
りょ

順
じゅん

口
こう

閉塞
へいそく

 

  その後、わが艦隊は数回その港外に迫
せま

って敵艦に攻撃を加えて、彼れをますます萎縮
いしゅく

させたが、しか

もなお先の閉塞の数が十分ではなかったので、敵艦は折々
おりおり

港外に出て来たりした。 そこで、第二回の閉

塞が 企
くわだ

てられ、千代
ち よ

丸
まる

、福井
ふくい

丸
まる

、米山
よねやま

丸
まる

、弥彦
やひこ

丸
まる

の 4 隻の汽船で、閉塞船隊を組織して、新たに選抜
せんばつ

し

た 54 名の下士卒を加えて全部で 65 名の閉塞隊員をこれに分
ぶん

乗
じょう

させて、3 月 26 日の夜、駆逐隊および水

雷艇隊の援護の下に港口深く進んで、それぞれ爆沈させた。  

広瀬
ひろせ

中佐
ちゅうさ

の壮烈
そうれつ

な最期
さいご

 

後世
こうせい

から軍神
ぐんしん

と謳
うた

われた海軍中佐 広瀬
ひろせ

武夫
たけお

が、壮烈
そうれつ

な最期
さいご

を遂
と

げたのはこの時のことです。 彼は

第一回閉塞の時には報国丸の指揮官として首尾
しゅび

よくその任務
にんむ

を果
は

たし、第二回の閉塞には福井丸の指揮官



第 14話 日露戦争 

 

6 

となったのだが、いよいよ沈没
ちんぼつ

船を去ろうして乗員をボートに乗り移らせた時に、上等兵 杉野孫
すぎのまご

七
しち

のいな

いのに気付
き づ

いて、その名を連呼
れんこ

しつつ、急いで三度までも沈
しず

み行く船中を隈
くま

なく駆
か

け回って探
さが

したのでし

た。 しかし、ついにその 姿
すがた

が見えないので、さては、さっきの敵の魚形水雷
ぎょけいすいらい

が中
あた

った時に戦死したの

かと、残念な思いをしながら、断念
だんねん

して、自分もボートに飛び乗って、帰航の途についたが、その折から、

雨のように飛んでくる敵弾にやられて、ただ一片
ぺん

の肉
にく

塊
かい

と手にしていた海
かい

図
づ

の血に染
そ

まったのを跡
あと

に残し

たばかりで、その身は永遠
えいえん

に海中にさらわれたのでした。 

マカロフ提督
ていとく

の戦死
せんし

 

  とはいえ、この第二回の閉塞もなおその数が完 全
かんぜん

でなかったので、敵艦はやはり時々港外に出動した

が、4月 13 日、海軍少将 出羽
で わ

重遠
しげとお

の率
ひき

いた第三戦隊の巧
たく

みな誘
ゆう

出
しゅつ

に乗
の

って、彼れは旗艦
きかん

ペテロパウロス

クを始め、すべて 7 隻で、むしろ攻勢を取るかのように図
づ

に乗
の

って沖合
おきあ

い遠く出てきたところを、東郷司

令長官の率いる我が第一戦隊が、にわかに側面
そくめん

から急 進
きゅうしん

してこれを包囲
ほうい

しようとすると、敵艦隊は 驚
おどろ

い

て艦
かん

首
しゅ

をめぐらして、要
よう

塞
さい

援
えん

護
ご

の線内に逃げ込んだ。  

ところが旗艦ペテロパウロスクはちょうど前夜に我がほうで敷設
ふせつ

した機械
きかい

水雷
すいらい

のあるところに向って

行って、忽
たちま

ちそれにかかって、天に 冲
ちゅう

する水
みづ

煙
けむり

、火
ひ

柱
ばしら

と共に一大爆音
ばくおん

を発して沈没した。 これには

世界有数
ゆうすう

の戦術家
せんじゅつか

と言われた敵の司令長官マカロフ中将が乗っていたが、彼はその幕 僚
ばくりょう

以下 600 余名の

乗組員と共に、一
いっ

瞬
しゅん

の間
ま

に海底
かいてい

の藻
も

屑
くづ

と消えてしまったのです。 これが敵艦隊に取って、いかに士気

を沮喪
そそう

させた大打撃であったかは言うまでもありません。 

第 3 回の旅
りょ

順
じゅん

口
こう

閉塞
へいそく

 

  ロシア船はその後はもう港外にもめったに出なかったが、しかし我れにおいては、完全にこれを港内

に圧迫
あっぱく

し尽
つ

くさなければ、艦隊の主力を陸兵
りくへい

の輸送
ゆそう

に用いることが出来なかったので、更に 5月 2 日の夜、

第三回の閉塞を断行
だんこう

した。 港口に向わせた閉塞船は 12 隻でしたが、南東の強風が俄
にわ

かに起こって、各船

互いにそのいどころが分からないなり、ついに統一した行動が執
と

れなかったにも拘
かか

わらず、8隻はよく港口

に直進して、敵の猛烈な砲撃を冒しながら殆ど完全にその目的を達したのでした。 とは言え、この時は

険悪
けんあく

な天気のために、閉塞後の隊員を 収
しゅう

容
よう

することが容
よう

易
い

でなかった事もあって、江戸丸の指揮官海軍

少佐 高 柳
たかやなぎ

直夫
ただお

、佐倉丸の指揮官海軍大尉 白
しら

石
いし

葭
よし

江
え

らを始め、戦死したものが少なくなかったのです。 

  さて海軍がこうして黄海
こうかい

の制
せい

海
かい

権
けん

を我れに収
おさ

めようとして全力を尽
つ

くしていた時に、一方、陸軍の行

動はどうでしたか？ 

第一軍の行動
こうどう

 

  第十二師団の歩兵第 23 旅団が臨
りん

時
じ

韓
かん

国
こく

派
は

遣
けん

隊
たい

として仁川
じんせん

に上陸したことは既に前に述べたが、これ

は近衛、第二、第十二の 3 師団で組織した第一軍の一部でして、この第一軍は陸軍大将 黒
くろ

木
き

為
ため

楨
もと

がその

司令官としてここれを統
す

べたのです。 その全軍は仁川および鎮
ちん

南浦
なんぽ

に上陸してから、次第に北韓の露兵 
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を掃蕩
そうとう

して、 4 月 4 日に義州
ぎしゅう

に到
いた

り、 5 月 1 日には全軍一
いっ

斉
せい

に鴨
おう

緑
りょく

江
こう

を渡って、安東県
あんとうけん

、九 連
きゅうれん

城
じょう

、

蛤
ごう

蟆
ばく

塘
とう

を 陥
おとしい

れ、その六日には更に進んで鳳凰
ほうおう

城
じょう

を占 領
せんりょう

し、その翌 7 日には鳳凰城の東方に当たる鴨
おう
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緑
りょく

江
こう

上流の寛甸
かんでん

県
けん

をも占領した。 こうして、陸軍もまた最初から我れは大勝を博
はく

して大いに軍威が振
ふ

る

ったのです。 ところが、敵はこれに反して、蛤
ごう

蟆
ばく

塘
とう

の包囲
ほうい

攻撃に軍団長ザスリッチ、師団長カウルスパ

ウルスが共に負傷し、その他の損害
そんがい

も非常に多かったので、大いに士気が沮喪
そそう

した。 

第二軍の行動
こうどう

 

  この間に我が第二軍は、第一、第三、第四の 3師団をもって組織され、陸軍大将 奥
おく

保
やす

鞏
かた

がその司令官

としてこれを率い、第三艦隊の援護
えんご

の下
もと

に朝鮮の鎮
ちん

海
かい

湾
わん

に集まって待機
たいき

していたが、すでに九 連
きゅうれん

城
じょう

を占

領して、又、海軍の第 3 回の旅順港閉塞も実行されると、5月 4 日、鎮海湾を出発して翌 5 日、金 州
きんしゅう

半島

の鹽大澳
えんだいいく

に上陸した。 そしてその翌 6 日に普
ふ

蘭店
らんてん

を占領して、北方の敵と旅順口との連絡を絶
た

って、金

州城に迫り、26 日の未明に、折からの降雨を衝
つ

いて爆破、突撃、激戦数時間の後についにこれを 陥
おとしい

れ、

更に金州湾にまわった我が海軍のの援助
えんじょ

をも得て、敵が半
はん

永
えい

久
きゅう

と誇
ほこ

っていた南山
なんざん

の険
けん

を抜
ぬ

いた。 この

南山の戦いは非常な激戦
げきせん

で、凡そ 16 時間にわたり、わが軍の参加人員 36,000 のうち、死傷者が実に 4,300 

にも達したのです。 敵の死傷者が更に一層
いっそう

夥
おびただ

しい数であったことはいうまでもない。 

遼 東
りょうとう

半島
はんとう

封鎖
ふうさ

の宣言
せんげん

 

  こうして、ここに初めて満州における敵軍を南北に両 断
りょうだん

することが出来たので、この日、海軍は東郷

司令長官の名で次のような遼東半島封鎖
ふうさ

の宣言
せんげん

を発
はっ

した。 

本官は帝国政府の命を受け、明治 37年 5月 26日、清国盛
せい

京
けい

省遼 東
りょうとう

半島南部、即ち貔
ひ

子
し

窩
かう

から

普
ふ

蘭
らん

店
てん

に至る一直線以南の沿岸を帝国軍艦の十分な兵力を以
も

って封
ふう

鎖
さ

し、且
か

つ之
これ

を維
い

持
じ

するこ

と、並びに封鎖を破
やぶ

らんとする一切の船舶
せんぱく

に対して国際法及び帝国と中立諸国との 条
じょう

約
やく

に於
お

い

て許
きょ

容
よう

される一
いっ

切
さい

の 強
きょう

制
せい

手
しゅ

段
だん

を用
もち

いることをここに宣言する。 

得
とく

利寺
り じ

の遭遇戦
そうぐうせん

 

  さて、南山を占領した後、第二軍は更に軍を進めて、南関
なんかん

嶺
れい

、柳 樹 屯
りゅうじゅとん

、青
ダ

泥
ル

窪
ニー

（今の大連）を占領

して敵を旅順方面に圧迫し、その攻撃には新たに編成
へんせい

された第三軍に属
ぞく

すことになった第一師団をとどめ

てこれに当たらせ、本隊は、折から、旅順救 援
きゅうえん

のために 遼
りょう

陽
よう

から南下して来た敵のスタケルベルグ将軍

の率いる大軍を遊撃
ゆうげき

するために、北進した。 そして 6月 15日に得
とく

利寺
り じ

で敵の 2個師団と遭
そう

遇
ぐう

戦
せん

を戦い、

猛
もう

烈
れつ

を極
きわ

めた戦
せん

闘
とう

の末
すえ

に、ついにこれを撃破
げきは

して敵の砲兵 2 個中隊を全滅
ぜんめつ

させさえした。 この戦いにお

ける我が軍の死傷者は 1,000 人以上でしたが、敵においては師団長が傷つき、連隊長が戦死し、その他の

死傷者が 3,500 人に達
たっ

して、全く北方に敗退
はいたい

する外はなかったのです。 我が軍は勢いに 乗
じょう

じてこれを追
お

いながら、更に北進して、同月 21日には熊
ゆう

岳
がく

城
じょう

を占
せん

領
りょう

した。 

  これより先き、第十師団長陸軍中将 川
かわ

村
むら

景
かげ

明
あき

は独
どく

立
りつ

軍
ぐん

を率
ひき

いて大
だい

弧
こ

山
ざん

に 上
じょう

陸
りく

し、第一、第二の両

軍の中間に進んで、互
たが

いに連
れん

絡
らく

を取
と

りながら北上したが、6月 8 日には第一軍の一部隊と協力して舳 巌
しゅうがん

を

占領した。 
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満
まん

州
しゅう

軍
ぐん

総
そう

司
し

令
れい

部
ぶ

の編成
へんせい

 

  こうして我が軍が三道から並び進んで、次第に、当時の敵の本
ほん

拠
きょ

であった 遼
りょう

陽
よう

に迫
せま

る形
けい

勢
せい

をつくっ

て行くと、我が大本営においては、満州における全軍を統率
とうそつ

させるために満
まん

州
しゅう

軍
ぐん

総
そう

司
し

令
れい

部
ぶ

を設
もう

ける事と

なり、6 月 20 日、元帥
げんすい

陸軍大将 大山
おおやま

巌
いわお

を総司令官に、陸軍大将 児
こ

玉
だま

源
げん

太
た

郎
ろう

を総
そう

参謀総長に任じ、7 月

6日幕 僚
ばくりょう

以下を率いて東京を出発させた。 

第四軍の編成
へんせい

 

  次いで、大
だい

弧
こ

山
ざん

上
じょう

陸軍
りくぐん

（第十師団）に第五師団を合
がっ

して第四軍が編成
へんせい

され、陸軍大将 野津
の づ

道
みち

貫
つら

が

その司令官に任
にん

じられた。 それで、7月 14日、野津大将は大
だい

弧
こ

山
ざん

に上陸して 舳
しゅう

巌
がん

に至
いた

り、それより次
し

第
だい

に軍を進めて、27 日に分水嶺
ぶんすいれい

を占領し、31 日には柝
たく

木
ぼく

城
じょう

を占領した。 来るべき 遼
りょう

陽戦
ようせん

に中央軍と

して行動すべき位置を獲得
かくとく

したのです。 

  又、第一軍は 6月 27日に連山関
れんざんかん

を取り、7 月 1日に摩
ま

天
てん

嶺
れい

の嶮
けん

を奪
うば

い、その後、幾度
いくど

かこれを回復
かいふく

し

ようとした敵の 逆 襲
ぎゃくしゅう

を撃退
げきたい

して強 烈
きょうれつ

な戦闘を行い、同月 19 日には更に進んで細
さい

河
か

沿
えん

、小
しょう

侚
でん

子
し

を占領

し、その 31日には様子
ようし

嶺
れい

を占領した。 遼
りょう

陽戦
ようせん

に右翼
うよく

として行動すべき地歩
ち ほ

を確保
かくほ

したのです。 

  又、第二軍は、さきに熊
ゆう

岳
がく

城
じょう

を占領した後、進んで 7 月 9 日に蓋
がい

平
へい

の敵を破り、総参謀長サハロフ

中将以下を走
はし

らせた。 同日、別に一支隊を西方に進めて営
えい

口
こう

をも占領した。 そして 8月 3日には更に海
かい

城
じょう

および 牛
ニュー

荘
チャン

を 陥
おとしい

れて、遼陽戦の左翼
さよく

としての位置を取ったのです。 

  こうして、全軍大
たい

挙
きょ

して、いよいよ 遼
りょう

陽
よう

に迫
せま

ることになったが、その攻撃を語る前に、わが海軍の

その後の行動を少しここに話しておきます。 

黄海
こうかい

の海戦
かいせん

 

  さきに遼東半島の封
ふう

鎖
さ

を宣
せん

言
げん

して以
い

来
らい

、我が海軍はその区
く

域
いき

を厳
げん

重
じゅう

に監
かん

視
し

していたが、そのうち、

陸上における旅順攻囲陣
こういじん

の作戦が着々と進むにつれて、旅順の港内深く蟄伏
ちつふく

していた敵艦は 漸
ようや

くじっとし

てはいられなくなって来た。 敵の司令長官ウィットゲフト少将は、 6月 23日に一度脱
だっ

出
しゅつ

を 企
くわだ

てて失
しっ

敗
ぱい

したにもかかわらず、8 月 10 日の早 朝
そうちょう

、更に大いに陣 容
じんよう

を 整
ととの

え、旗艦ツェザレウィッチ 以下の艦

艇を率いて港外に出た。 無
む

理
り

にも外
がい

海
かい

に脱
だっ

出
しゅつ

して、遠くウラジオストックの艦隊に合
がっ

しようと 企
くわだ

て

ていたのです。 

我が艦隊は予
か

ねてそういう事もあろうかと警
けい

戒
かい

していたので、哨
しょう

艦
かん

の知らせを受けると直ちに出動し

て、黄海
こうかい

にこれを追
お

い討
う

って激戦が数時間にわたった。 はじめのうちは、敵も烈
はげ

しく応
おう

戦
せん

しながら遁
とん

走
そう

の道
みち

を開
ひら

こうと努
つと

めていたが、日の暮れ近く、旗艦ツェザレウィッチに我が砲
ほう

弾
だん

が命
めい

中
ちゅう

してウィットゲ

ット少将以下多数の者が戦死すると、敵は俄
にわ

かに陣
じん

形
けい

を乱
みだ

して思
おも

い思いに遁
とん

走
そう

し始
はじ

めた。  

その大部分は再び旅順に逃げ帰ったが、その余りは膠 州
こうしゅう

湾
わん

、上 海
しゃんはい

、その他の 中
ちゅう

立
りつ

港
こう

に遁
のが

れて、そ

れぞれ武
ぶ

装
そう

を解
かい

除
じょ

された。 ただ巡 洋 艦
じゅんようかん

のノーウィックだけは当初
とうしょ

の目的通り、ウラジオストックを指

して遠
とお

く我が東
とう

海
かい

を迂
う

回
かい

し、オホーツク海を樺
から

太
ふと

まで逃
に

げ延
の

びたが、同月 20日、わが対
つし

馬
ま

、千
ち

歳
とせ

の 2艦
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の追
つい

撃
げき

にあって、ついにこれもコルサコフ（当時の大 泊
おおどまり

）の近海
きんかい

で撃沈
げきちん

されてしまった。 

  こうして、敵は、この海戦に 夥
おびただ

しい損
そん

害
がい

を受けたので、爾来
じらい

、旅順の敵艦はただ全く僅
わづ

かに余
よ

喘
ぜん

を

保
たも

っているというに過
す

ぎなくなった。 

ウラジオ艦
かん

隊
たい

の 出
しゅつ

没
ぼつ

 

  また、一方、初めからウラジオストックに停泊
ていはく

していた 4隻の敵艦は、開戦早々、2月 11日に早くも

北海道渡島
おしま

の白
しら

神
かみ

岬
ざき

付
ふ

近
きん

に 現
あらわ

れ、おりから航行中の我が商船奈
な

古浦
こうら

丸
まる

を無法
むほう

にも撃沈
げきちん

し、その後も時々

わが国および韓国の近海
きんかい

に出 没
しゅつぼつ

した。 4月 25,6 日には、またもや突
とつ

如
じょ

、元
げん

山
ざん

津
しん

に現れて我が商船五洋
ごよう

丸
まる

を撃沈し、その北方の新浦
しんぽ

沖
おき

に運送
うんそう

船
せん

金 州
きんしゅう

丸
まる

を撃沈した。 これに対して上村
かみむら

中将の率いる我が第二

艦隊は、たびたびウラジオストックの港口に迫
せま

って威
い

嚇
かく

砲
ほう

撃
げき

を 試
こころ

みたりして、彼れを誘
さそ

い出
だ

そうとした

が、そういう時には、彼れはきまって港内深く潜
ひそ

んで 姿
すがた

を見せず、わがほうが止
や

むなく引
ひ

き上
あ

げた後に、

こっそりとまた出動しては暴
ぼう

行
こう

を 働
はたら

くのを常
つね

とした。 

  6 月 15 日の早朝、彼れはまた突如
とつじょ

として 3 隻で対馬
つしま

海 峡
かいきょう

に 現
あらわ

れ、たまたま玄界灘
げんかいなだ

を航行中の我が

運送船常陸
ひたち

丸
まる

を撃沈し、将卒 600 余名の生命を奪い、佐渡
さ ど

丸
まる

をも傷つけた。 上村
かみむら

中将の第二艦隊は 硝
しょう

艦
かん

の知らせでこれを知ると、急いで出動して追
つい

撃
げき

したが、おりから、生
あい

憎
にく

暴
ぼう

雨
う

となって、濛
もう

気
き

のために咫
し

尺
せき

（注：遠近
えんきん

）を弁
べん

ぜず、ついに遺
い

憾
かん

ながらこれを逸
いっ

してしまった。 と又、7 月 1 日、彼れは 3 隻で対馬

海峡に現れて、その後も苦心
くしん

して捜索
そうさく

し続けていた我が艦隊に出会うや否
いな

や、忽
たちま

ち全
ぜん

速
そく

力
りょく

を出して逸
いっ

走
そう

したが、同月 20 日には更に津軽
つがる

海 峡
かいきょう

を過ぎて太平洋に出て、大胆
だいたん

にも東京湾口を 窺
うかが

い、伊
い

豆
づ

沖から

遠 州 灘
えんしゅうなだ

を横行
おうこう

した上、ウラジオストックに引き上げた。 

蔚
うる

山
さん

沖
おき

の海戦
かいせん

 

  「おのれにっくきウラジオ艦隊、ちょこざいな真似
ま ね

をばしおる！」というのが、その当時の我が国上

下の 憤
いきどお

った心でした。 中には、上村
かみむら

艦隊に対して不
ふ

平
へい

不
ふ

満
まん

の声すら挙
あ

げた 心
こころ

無
な

き者もあったが、幸
さいわ

いにも 8月 14 日、即
すなわ

ち、かの黄
こう

海
かい

の海戦から 4日の後、ウラジオに向って脱走
だっそう

を 企
くわだ

てた旅順の敵艦と相
あい

応
おう

じて、3隻のウラジオ艦隊がこれを迎
むか

えに出て来たところを、上村艦隊は韓国の蔚
うる

山
さん

沖で発見した。  

すなわち直
ただ

ちにこれを包
ほう

囲
い

し、日
ひ

頃
ごろ

の鬱
うっ

憤
ぷん

を思
おも

い知
し

れと、さかんに猛火をあびせて、ついにリューリ

クを撃沈し、ロシア、グロモボイの 2 艦をも再び戦力の無いようにした。 それでも 2 艦は、その快
かい

速
そく

力
りょく

を利用して、からくもウラジオストックに逃げ込んだが、その損害
そんがい

がいかにも大きかったので、再び港外

に出ることが出来なかったので、爾来
じ ら い

、日本海方面もまた安全となった。 

  それで、ここにロシアの太平洋艦隊はその実力が 殆
ほとん

ど 全
まった

く滅
ほろ

びて、極
きょく

東
とう

の制
せい

海
かい

権
けん

は全く我が手に帰
き

しました。 

遼
りょう

陽
よう

の 戦
たたかい

 

  さて、一方、陸軍は、8月 22日に我が満州軍総司令官からいよいよ 遼
りょう

陽
よう

攻撃の命令が諸軍に下った。 

敵の総司令官クロパトキンが、全力をつくしてこの要地
ようち

に半永久的
はんえいきゅうてき

な防備
ぼうび

を 施
ほどこ

して、わが軍をここに食
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い止めて増援
ぞうえん

軍が本国から来るのを待って、一挙にして攻勢に転じ、これまで連戦連敗して来た恥
はぢ

を雪
そそ

ご

うと目
もく

ろんでいたゆえに、我が方でこれに先立
さきだ

って敵の陣地を撃破しようとしたのです。  

第一軍（黒木軍）は右翼として東方から進み、第二軍（奥軍）は左翼として南西方から、第四軍（野

津軍）は中央部隊として南方から進むことにした。 8 月 26 日からいづれも前進運動を開始したが、戦線

約 40 km にわたって我が軍は常に攻勢
こうせい

を執
と

って次第に敵を圧迫し、ついに 9月 1日の早 暁
そうぎょう

、遼陽の死
し

命
めい

を

制
せい

する要
よう

害
がい

といわれる首
しゅ

山
ざん

堡
ぽう

を占領した。  

橘
たちばな

中佐
ちゅうさ

の壮烈
そうれつ

な最期
さいご

 

かの海軍の広瀬
ひろせ

中佐とならんで、同じく軍神と崇
あが

められる陸軍中佐 橘
たちばな

周
しゅう

太
た

が、第一弾を右腕に、

第二弾を右手に、第三弾を腹部に受けてなお少しも屈
くつ

せず、しきりに部下を激
げき

励
れい

しながら奮
ふん

闘
とう

をつづけて

いるうちに、更に砲弾の破片を腰部
ようぶ

に受けた上に、胸を敵弾に 貫
つらぬ

かれて、ついに壮
そう

烈
れつ

極
きわ

まる最
さい

期
ご

を遂
と

げ

たのは、実にこの首
しゅ

山
ざん

堡
ぽう

の争奪戦に 8月 31日、歩兵第 34 連隊の第一大隊長として向った時の事です。 

  さしも頑 強
がんきょう

であった敵軍も、首山堡の堅塁
けんるい

が 陥
おちい

ると、次第に 遼
りょう

陽
よう

に 退
しりぞ

きはじめたので、我が軍は

一斉にこれを追撃
ついげき

した。 そのうち我が第一軍の一部が遼陽の北にまわって敵の退路
たいろ

を絶
た

とうとする形勢
けいせい

を示
しめ

すと、敵は 忽
たちま

ち 周
しゅう

章
しょう

狼
ろう

狽
ばい

して、大混乱を演
えん

じながら、 遼
りょう

陽
よう

をも棄
す

てて走った。 それで、9月 4

日の朝、我が軍がこれを占領した。 実に、この 遼
りょう

陽
よう

戦は 8月 26 日から 10日間にわたる大戦争で、我が

軍の死傷者は約 17,500 であったが、敵の死傷者は恐らく 30,000 内外に上ったといわれる。 

沙
さ

河
か

の会戦
かいせん

 

  こうして敵の総司令官クロパトキンは、 遼
りょう

陽
よう

を敗退
はいたい

して後、本
ほん

拠
きょ

を奉
ほう

天
てん

において我れに対
たい

峙
じ

してい

たが、間もなく本国から新
しん

鋭
えい

の援
えん

軍
ぐん

が到
とう

着
ちゃく

して、9 個軍団、220,000 の大兵となったので、すなわち 10

月 2 日、俄然
がぜん

に攻撃に転
てん

じて南下し始めた。 先づ 遼
りょう

陽
よう

を回復して日本軍を撃滅
げきめつ

し、その勢いをもって直
ただ

ちに旅順の 急
きゅう

を救
すく

おうとしたのです。 ところが、我が軍は早くもこれを偵知
ていち

して機先
きせん

を制
せい

し、再び第一、

第二、第四の 3 軍を並び進めて、沙
さ

河
か

にこれを邀撃
ようげき

（迎
むか

え撃
う

つ）した。 

  10月 10日から両軍は砲
ほう

火
か

を交
まじ

えた。 我が右翼の第一軍は真
ま

っ先
さき

に優
ゆう

勢
せい

な敵の攻撃を受けて最も苦戦
くせん

したが、やがて左翼の第二軍および中央部隊の第四軍が相ついで烈
はげ

しく前進するにおよんで、第一軍も力

を得て攻勢
こうせい

に移った。 こうして激戦数日、ついに全軍一斉に進んで優勢
ゆうせい

な敵軍を破り、14日には全く敵

を沙
さ

河
か

以北に撃退
げきたい

して、敵のいわゆる攻勢運動を挫折
ざせつ

させた。 この会戦における我が軍の死傷者は約

15,000 でしたが、敵の損害は、戦場に棄
す

ててあった死体だけでも 10,000 余りでしたから、全体では恐
おそ

ら

く 60,000 以上に上ったろうといわれる。 実に約一ヶ月前の 遼
りょう

陽
よう

の大会戦に優
まさ

るとも劣
おと

らない大激戦
げきせん

で

あったのです。 

  この会戦以後、敵軍と我れとは沙
さ

河
か

を挟
はさ

んで相
あい

対
たい

峙
じ

して数ヶ月を過ごした。 いわゆる沙
さ

河
か

の対陣
たいじん

で、

おのおの陣
ぢん

地
ち

を固
かた

めて冬
とう

営
えい

したのです。 こうして、「有史
ゆうし

以来
いらい

の大会戦」と言われた奉天
ほうてん

の大会戦が、

翌 38年の 2月下旬から行われることになるのですが、その前に先づお話しなければならないのは旅
りょ

順
じゅん

攻囲
こうい
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軍の行動
こうどう

です。 

第三軍の旅
りょ

順
じゅん

攻囲
こうい

 

  さきに南山
なんざん

を占領した後、第二軍が北上するに当たって、第一師団を旅順攻撃のために後
あと

に留
とど

めた事

は既
すで

に前にも少し述べた通りですが、これは、その時、わが大本営において、旅順要塞
ようさい

攻撃のために 

特に第三軍を編成
へんせい

する事になり、陸軍中将 乃木
の ぎ

稀
まれ

典
すけ

をもってその司令官に任じ、第一師団は第十一師団と

共
とも

にこれに属
ぞく

することになったからです。 乃木中将は、5月 27 日に東京を出発し、6月 6日に大連
だいれん

湾
わん

に

上陸したが、この日、陸軍大将に昇 進
しょうしん

した。 

  こうして、第三軍は旅順に向かって前進を開始し、6 月 26 日には剣山
けんざん

、安子
あんし

嶺
れい

などを占領し、7 月 2

日、更に第九師団を加えて、3日には敵の 逆
ぎゃく

襲
しゅう

を 退
しりぞ

け、26日には営
えい

城子
じょうし

を、29 日には双台
そうだい

溝
こう

、分水嶺子
ぶんすいれいし

、

大白山
たいはくさん

などを占領した。 翌 30日には鳳
ほう

凰
おう

山
ざん

、林
りん

家
け

庄
しょう

などを 略
りゃく

取
しゅ

して着々とその陣地を進め、8月 7, 

8, 9 日の 3日にわたって大
だい

弧
こ

山
ざん

および 小
しょう

弧
こ

山
ざん

を占領し、更に 14, 15 の両日には東北
とうほく

溝
こう

北方の高地から干
かん

大山
だいさん

、隋家屯
ずいかとん

西方の高地にわたる線を占領して、いよいよ敵を本防御
ぼうぎょ

線内
せんない

に圧迫し、わが海軍の有力な 共
きょう

同
どう

動
どう

作
さ

と相
あい

俟
ま

って旅順要
よう

塞
さい

の攻
こう

囲
い

を確
かく

実
じつ

にした。 

敵
てき

将
しょう

ステッセルの勧
かん

降
こう

拒
きょ

絶
ぜつ

 

  この時、明治天皇は敵の要塞内にいる非戦闘員
ひせんとういん

が鉄
てっ

火
か

の惨
さん

害
がい

に遭
あ

うのを憐
あわ

れに思われ、なるべくはこ

れを 免
まぬが

れさせる事を望まれたので、参謀総長 山
やま

県
がた

有
あり

朋
とも

は聖
せい

旨
し

を奉
ほう

じてこれを満州軍総司令官 大山
おおやま

巌
いわお

に伝え、大山総司令官は直
ただ

ちにこれを旅順攻囲軍司令官 乃木
の ぎ

希
まれ

典
すけ

に伝えた。 そこで乃木大将は、8月 16

日に陸軍砲兵少佐 山岡
やまおか

熊
くま

治
ぢ

を軍使
ぐんし

として水
すい

師
し

営
えい

の敵陣に遣
つか

わし、連合艦隊司令長官 東郷
とうごう

平八郎
へいはちろう

と連署
れんしょ

の書面
しょめん

を敵の司令官ステッセルに送って、聖旨を伝
つた

えると共に旅順の開
かい

城
じょう

を勧
すす

めたが、ステッセルは翌

17日、軍使を発して開城の勧
かん

告
こく

をも非
ひ

戦
せん

闘
とう

員
いん

の避
ひ

難
なん

をも共にこれを拒
きょ

絶
ぜつ

した。 

  そこで、我が軍はいよいよ総攻撃を行うこととなり、第一師団および後備歩兵第一旅団を右翼、第九

師団を中央部隊、第十一師団を左翼、後備歩兵第四旅団を予備隊として、8 月 19 日の早朝から、海軍の協

力をも得て一斉に攻撃を開始した。 我が諸軍は猛撃突進、鋭
するど

く敵
てき

塁
るい

に迫
せま

ったが、敵は天
てん

嶮
けん

に拠
よ

って 頗
すこぶ

る頑
がん

強
きょう

に抵
てい

抗
こう

したので、実に 強
きょう

襲
しゅう

4 昼
ちゅう

夜
や

にわたって、 漸
ようや

く 2 塁
るい

を 陥
おとしい

れただけでした。 

第一回の旅
りょ

順
じゅん

総
そう

攻
こう

撃
げき

 

  そもそも旅
りょ

順
じゅん

の要塞
ようさい

は、ロシアが 明治 31 年以来、東洋
とうよう

の根拠地
こんきょち

として全力をそそぎ、莫大
ばくだい

なお金

を費
つい

やして、天嶮を利用し、最
さい

新
しん

科
か

学
がく

の粋
いき

をつくして防
ぼう

備
び

を 施
ほどこ

した所
いわ

謂
ゆる

難
なん

攻
こう

不
ふ

落
らく

の堅
けん

城
じょう

であった上に、

これを守る者は露軍中でも勇名
ゆうめい

の高いステッセル将軍の麾下
き か

であったので、いかに勇
ゆう

猛
もう

無
む

比
ひ

な我が軍隊の

強
きょう

襲
しゅう

を以
も

ってしても、容
よう

易
い

に思うよう名結果を収
おさ

めることが出来なかったのです。 

第二回の旅
りょ

順
じゅん

総
そう

攻
こう

撃
げき

 

  とはいえ、乃木司令官はもとより老巧
ろうこう

な将軍でしたし、部下の将士らはみな忠義
ちゅうぎ

義烈
ぎれつ

の人々でしたか
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ら、一方で、攻撃の方法を変えると共に、ますます砲撃を加えることとして、9 月 19 日から更に第二回の

総攻撃を行った。 右翼軍は 203高地
こうち

、海鼠山
なまこやま

、および水師営
すいしえい

南方の堡塁
ほうるい

に向かい、中央軍はクロパトキ

ン砲台を襲
おそ

い、。左翼軍は敵を牽制
けんせい

する任
にん

に当たった。 そして翌 20 日、先づクロパトキン砲台を奪
うば

い、

ついで水師営南方高地の堡塁 4 基を奪い、海鼠
なまこ

山をも占領したが、203 高地はこれを陥落
かんらく

させる事が出来

なかった。 

第三回、第四回の旅
りょ

順
じゅん

総
そう

攻
こう

撃
げき

 

  それで、10 月には新
あら

たに第七師団を旅順攻囲軍に加え、その 26日から更に第三回の総
そう

攻
こう

撃
げき

を 強
きょう

行
こう

し

て、30 日には 松
しょう

樹
じゅ

山
ざん

、二
に

龍
りゅう

山
ざん

、 東
ひがし

鶏
けい

冠
かん

山
ざん

の外
がい

岸
がん

を占領して、11月 26日からは第 4回の総攻撃を行っ

た。 

      

白
しろ

襷 隊
だすきたい

の 強
きょう

襲
しゅう

 

有名な白
しろ

襷 隊
だすきたい

は、この夜、夜
や

間
かん

特
とく

別
べつ

予
よ

備
び

隊
たい

をもって決行されたもので、その隊長は陸軍少将 中村
なかむら

覚
かく

でした。 隊員の総数は 3,083 名で、第一、第七、第九、第十一の 4 師団から選抜
せんばつ

した数大隊の歩兵
ほへい

と 1

小隊の工兵
こうへい

から成
な

っていた。 先づ松樹山予備
よ び

砲台
ほうだい

を奪取
だっしゅ

し、あわよくば白 玉 山
はくぎょくざん

砲台をも占領して、旅

順の市街
しがい

に突 入
とつにゅう

しようというのがその目的でしたが、夜襲
やしゅう

のことですから、敵の砲台に侵 入
しんにゅう

しようとし

た時、敵と見方との見分け
み わ け

を容易
ようい

にするために、おのおの白布
しろぬの

を左肩
かた

から右脇
わき

に下にかけることにしたの

で隊の名は起こったのです。 

 けれども、この決死隊の 強 襲
きょうしゅう

も、敵の頑
がん

強
きょう

を極
きわ

めた抵
てい

抗
こう

に遭
あ

って、勇
ゆう

戦
せん

奮
ふん

闘
とう

、ついには爆
ばく

弾
だん

を投
な

げ合
あ

い、組
くみ

打
うち

をさえするまでに至
いた

ったが、遺
い

憾
かん

ながら空
むな

しく 夥
おびただ

しい死傷者を出したばかりで、その目的は達

し得られずに終わった。  
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203高
こう

地
ち

の争
そう

奪
だつ

戦
せん

 

  そこで、乃木司令官は、今度は 203 高地に主
しゅ

力
りょく

を注
そそ

いで、ぜひともこれを奪
うば

うことにした。 第一

師団長陸軍中将 松
まつ

村
むら

務
かね

本
もと

はその命
めい

を受けると、す

なわち 11 月 27日の夜から大挙
たいきょ

してこれに迫
せま

って、

28日の夜には一
いっ

旦
たん

その大
たい

半
はん

を占領したが、ここは旅

順の北西に当たり、はるかに軍
ぐん

港
こう

を見
み

下
お

ろし得
え

られ

る形
けい

勝
しょう

の地
ち

点
てん

ですから、敵もここを取られては 

 

    二〇三
にひゃくさん

高地
こうち

 （旅
りょ

順
じゅん

要
よう

塞
さい

司
し

令
れい

部
ぶ

検
けん

閲
えつ

済
すみ

） 

死命
しめい

を制
せい

される事となるので、 忽
たちま

ち獰
どう

猛
もう

な 勢
いきお

いで 逆
ぎゃく

襲
しゅう

して来て、これを奪
うば

い還
かえ

した。 それで、乃

木司令官は更に陸軍中将 大迫
おおせこ

尚
ひさ

敏
とし

の率いる第七師団を第一師団と協力させて、その攻撃に当たらせること

にした。 

  こうして、30 日に我が軍は再びその山巓
さんてん

を占領したが、間もなく敵はまた 勢
いきお

い猛
たけ

く盛
も

り返
かえ

して、こ

れを奪
うば

い還
かえ

した。 激戦は連日つづけられた。 身方も敵も死傷者を増すばかりでした。 強
きょう

襲
しゅう

して我
わ

れが奪
う

えば、彼
か

れは猛
もう

撃
げき

して来て取り返した。 11月 27日の夜から 12月 5日の夜まで 8昼夜
ちゅうや

の間に 

5回占領して 5回取り返されたが、ついにその翌 12 月 6日の朝になって、我
わ

れは第 6回の占領を確
かく

実
じつ

にす

ることが出
で

来
き

た。  

  この 8日 8夜にわたる争
そう

奪
だつ

戦
せん

が、いかに悪
あく

戦
せん

苦
く

闘
とう

を極
きわ

め、いかに 夥
おびただ

しい損
そん

害
がい

を 両
りょう

軍
ぐん

に与えたかは、

時々一時の 休
きゅう

戦
せん

を約
やく

して、互
たが

いにその死傷者を収 容
しゅうよう

しなければならないほどだったというのでも分
わ

かる

が、更
さら

に累
るい

々
るい

と積
つ

み重
かさ

なった彼
ひ

我
が

の死体のために、山の形が変わったという有名な話が伝わっているのを

知れば、一層その凄愴
せいそう

を極
きわ

めたさまが容易に想像
そうぞう

されます。 

  203 高地が確
かく

実
じつ

に我
わ

が有
ゆう

に帰
き

した時に、乃木司令官が作って、折から戦
せん

況
きょう

視
し

察
さつ

のために攻
こう

囲
い

軍
ぐん

中
ちゅう

に

起
き

臥
が

していた地理
ち り

学者
がくしゃ

 志賀
し が

矧
しん

川
せん

（重昂
しげたか

）に示した有名な漢詩
かんし

がある。 

  爾
に

霊
れい

山
さん

嶮
けん

豈
あに

難
がたんや

レ 攀
よじり

  男
だん

子
し

功
こう

名
みょう

期
きす

二克
こく

艱
かん

一  鉄
てつ

血
けつ

覆
おおい

レ 山
やまを

山
さん

形
けい

改
あらたまる

  万
ばん

人
にん

斉
ひとしく

仰
あおぐ

爾
に

霊
れい

山
さん

 

というので、この転句の「鉄血覆山山形改」 は即ち死体のために山の形が変わったことを詠
えい

じたのです。 

この時、矧
しん

川
せん

はすぐに一首
いっしゅ

の古詩
こ し

を作って乃木大将の作
さく

に和
わ

したが、なお、大将の功績
こうせき

を記念
きねん

するために

と、爾来
じらい

、この高地
こうち

を爾
に

霊山
れいさん

と呼
よ

ぶ。 

  なお、この激 戦 中
げきせんちゅう

、 12月 1 日に乃木大将の二
じ

男
なん

 乃
の

木
ぎ

保
やす

典
すけ

少尉も敵弾を 額
ひたい

に受
う

けて壮
そう

烈
れつ

な戦
せん

死
し

を

遂
と

げた。 乃木大将は、先に南山の戦いで、長 男
ちょうなん

 勝典
かつすけ

中尉を 失
うしな

い、今また二男の保
やす

典
すけ

少尉を失ったの

です。 もとより君
くん

国
こく

のためには身も家も何もかも捧
ささ

げるのを当
とう

然
ぜん

の事としていたとはいえ、2 子
し

しかい

なかった 2 子を共に失った大将のこの時の 胸
きょう

中
ちゅう

は、さぞ断
だん

腸
ちょう

の思
おも

いであったろう。 しかもこの知ら

せを受けた時に、「うむ、そうか」と一言
ひとこと

いっただけであったと伝えられる。 無
む

量
りょう

の感
かん

慨
がい

をそこに 窺
うかが

え

る気
き

がします。 
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旅
りょ

順
じゅん

の運
うん

命
めい

が決
き

まる 

  さて、旅順の運命
うんめい

は、203 高地を占領した瞬 間
しゅんかん

に決
けっ

したと言ってよいでしょう。 この山
さん

上
じょう

からは

港
こう

内
ない

の敵
てき

艦
かん

も一
いち

々
いち

それと指
し

点
てん

出来たので、それからというもの、我が砲弾は確実に敵艦に命
めい

中
ちゅう

して、12

月 11 日には既にその艦隊は 殆
ほとん

ど全
ぜん

滅
めつ

した。 ただ戦闘
せんとう

艦
かん

サバストポリーと数隻の駆逐艦とが港外に遁
のが

れ

出
で

たが、これも 忽
たちま

ち我が水
すい

雷
らい

艇
てい

の 襲
しゅう

撃
げき

を受けて、その 21日には 全
まった

く戦
せん

闘
とう

力
りょく

を 失
うしな

った。 

  こうして、敵の旅順艦隊はここに絶滅
ぜつめつ

したのです。 

陣
じん

中
ちゅう

に迎
むか

えた愉
ゆ

快
かい

な新
しん

年
ねん

 

  一方、陸上においても、我が攻囲軍は 12月 18日に 東
ひがし

鶏
けい

冠
かん

山
ざん

北砲台を 陥
おとしい

れ、同 28 日には二
に

龍
りゅう

山
さん

砲

台を、同 31日には 松
しょう

樹
じゅ

山
ざん

砲台を陥れた。 明けて明治 38 年 1月 1日、我が将士は勝って愉快
ゆかい

な新年
しんねん

を迎
むか

えて、予
か

ねて用意の餅
もち

や酒
さけ

でめでたく君が代の万
ばん

歳
ざい

を祝
いわ

い納
おさ

めたが、しかし、そういううちにも攻撃の手

は緩
ゆる

めなかった。 この日の朝、 Ｈ
エーチ

 砲台および盤
ばん

龍 山
りゅうざん

新砲台を陥れ、午後には旅順要塞の最
さい

高点
こうてん

であ

る望
ぼう

台
だい

を占領した。 

旅
りょ

順
じゅん

の開 城
かいじょう

 

  さすがのステッセルも、もはやいかんともすることが出来なかったので、「この上の抵
てい

抗
こう

は不
ふ

要
よう

である」

として、ついにこの日の午後 5 時頃、軍使を我れに遣
つか

わして降
こう

を請
こ

うた。 そこで 2 日正午に我が参謀長

陸軍少将 伊地知
い ぢ ち

幸
こう

介
すけ

らと敵の参謀長レース大佐らとは水
すい

師
し

営
えい

に会
かい

見
けん

して開 城
かいじょう

規約
きやく

を定
さだ

め、その日の午後

4時 35分をもって両軍共に戦争を停止
ていし

した。 こうして、さしもに金
きん

城
じょう

鉄
てっ

壁
ぺき

と歌
うた

われた旅順も全く我 

が手に帰して、日
にっ

章
しょう

旗
き

は再び高く黄金
おうごん

山
ざん

上に

ひるがえったのです。 

乃木
の ぎ

将 軍
しょうぐん

とステッセルとの会見
かいけん

 

  なお、この時の規約の一箇条に、敵の 将
しょう

校
こう

ならびに官
かん

吏
り

に帯
たい

剣
けん

を許
ゆる

すことが規定
きてい

された

が、これは明治天皇が、ステッセルがよく祖国

の為に 忠
ちゅう

誠
せい

を尽
つ

くしたのを嘉
か

賞
しょう

になり、武士
ぶ し

の名誉
めいよ

を保
たも

たせるようにとの言葉を下
くだ

された

ので、そのおぼしめしに基
もと

づい たものです。 

       

 

  旅順      水
すい

師
し

営
えい

 の会
かい

見
けん

所
じょ

 

それで、ステッセルに対しては、4日、乃木大将が特に使いを遣
つか

わして聖
せい

旨
し

を伝
つた

え、宣
せん

誓
せい

の上は、家
か

族
ぞく

と共
とも

に本
ほん

国
ごく

に帰
かえ

らせる旨
むね

を告
つ

げた。 ステッセルは大いに感激
かんげき

して、優
ゆう

渥
あく

なる天恩
てんおん

を感謝
かんしゃ

するために、乃木

大将と会
かい

見
けん

の栄
えい

を得
え

んことを求
もと

めて来た。 
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    ステッセル と 乃
の

木
ぎ

大
たい

将
しょう

 との会
かい

見
けん

 

  そこで、翌 5日、水
すい

師
し

営
えい

にお

いて、両将軍は、きのうまで敵同

士であった事は忘れたかのよう

に、語る言葉も全く打ちとけて、

つぶさに半年の苦
く

戦
せん

を語
かた

り合
あ

い、

互
たが

いに攻
こう

撃
げき

と防
ぼう

御
ぎょ

との巧
こう

妙
みょう

を

称
たた

え合って其
そ

の労
ろう

を 犒
ねぎら

った。 

そして別
わか

れに臨
のぞ

んで、ステッセル

はその愛馬
あいば

を記念
きねん

の為に乃木大

将に贈
おく

ることを申
もう

し出
で

たが、いか

にも軍人らしい美談
びだん

として今日

にも語
かた

り伝
つた

えられています。 

こうして要塞
ようさい

全部
ぜんぶ

の引渡
ひきわた

し

が、1 月 7 日に終わると、ステッ

セルは翌 11 日に家族
かぞく

を連
つ

れて旅

順を発し 

、15 日に長崎に来て、18 日にフ

ランス船で帰国
きこく

の途
と

に就
つ

いた。 

乃
の

木
ぎ

大
たい

将
しょう

の北
ほく

上
じょう

 

  一方、我が軍においては、先づ捕虜
ほりょ

（24,369 人）の輸送
ゆそう

を終った後、1月 13日に入 城 式
にゅうじょうしき

を旅順の新
しん

市
し

街
がい

で挙
きょ

行
こう

し、14日に水師営北方の高地で戦病死者の招 魂
しょうこん

祭
さい

を行い、その日の午後から祝 捷 会
しゅくしょうかい

を開い

て旅順攻囲
こうい

の成功
せいこう

を 祝
しゅく

した。 そして、乃木大将は、更
さら

に奉
ほう

天
てん

の攻撃に参加する為に、1月 24 日、第一、

第七、第九師団および野戦
やせん

砲兵第二旅団などを率
ひき

いて北上した。 

ミスチェンコ将 軍
しょうぐん

の 逆 襲
ぎゃくしゅう

 

  さて、露軍の総司令官クロパトキンは、前年 10 月 14 日の沙
さ

河
か

の敗
はい

戦
せん

後
ご

、専
もっぱ

ら兵力の補充
ほじゅう

に全力を注
そそ

いで、その勢力を挽
ばん

回
かい

しようと図
はか

っていたが、12月下旬になると、 漸
ようや

く優
ゆう

勢
せい

な兵力を奉天
ほうてん

付近に集める

に至ったので、即ちミスチェンコ将軍の騎兵団
きへいだん

をもって我が最左翼を攻撃させた。 1月 2 日、ミスチェン

コの部下はひそかに中立地
ちゅうりつち

（ 遼
りょう

河
が

以西の地）を冒
おか

して海
かい

城
じょう

付近に 出
しゅつ

没
ぼつ

し、鉄道を破壊
はかい

し、電 柱
でんちゅう

を倒
たお

し

たりした上、11日には 牛
ニュー

荘
チャン

を襲
おそ

い、営
えい

口
こう

にも迫
せま

ろうとしたが、我れの猛撃に遭
あ

って、遁
とん

走
そう

した。  
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黒
こく

溝
こう

台
だい

の 戦
たたかい

 

けれども、この方面における我が軍の守備
しゅび

の薄
うす

いことが彼れに分
わ

かったので、その 25日には更に 8個

師団の大軍をもって黒
こく

溝
こう

台
だい

を襲
おそ

って来た。わが守
しゅ

備
び

隊
たい

はよく防
ぼう

戦
せん

したが、なにしろ僅
わづ

かに騎兵
きへい

一個連隊余

と 若
じゃっ

干
かん

の歩
ほ

兵
へい

とに過
す

ぎなかったので、いかんとも敵
てき

しかねて、その夜は一
いっ

旦
たん

闇
やみ

に 乗
じょう

じて退
たい

却
きゃく

した。 そ

れで、翌 26 日、第八師団長陸軍中将 立見
たちみ

尚
ひさ

文
ぶみ

がその師団兵を率いて黒溝台に向かうことになったが、兵

力はなお寡少
かしょう

で、数倍の敵に当たらなければならなかったにもかかわらず、折から、降
ふ

りしきる風
ふう

雪
せつ

の中

で、連戦 4 日、惨憺
さんたん

たる苦戦
くせん

を重
かさ

ね、ついに同月 29 日の夜、必
ひっ

死
し

の夜
や

襲
しゅう

を決
けっ

行
こう

して見
み

事
ごと

に雲
うん

霞
か

の如
ごと

き

敵軍を撃退
げきたい

した。 斯
こ

うして黒溝台は再び我が手に帰
き

したが、これがために、我が軍は 5,000 以上の死傷

者を出した。 敵の死傷者は一万数千であったろうと言われる。 将軍ミスチェンコも負傷
ふしょう

した。 

奉天
ほうてん

の大戦
たいせん

 

  こうして、わが左翼を突破
とっぱ

して、あわよくば戦局面をも一変
いっぺん

しようとした敵の企
き

図
と

が 全
まった

く空
むな

しくな

ってしまった時に、我がほうはすでに旅順も陥落
かんらく

したので、いよいよ全軍を挙
あ

げて奉
ほう

天
てん

攻撃を決行するこ

とにした。 敵の総兵力は約 650,000 に対して我れの総兵力数は約 400,000 、戦線は東の本渓
ほんけい

湖
こ

から西の

運
うん

河
が

に至
いた

る約 160 km の長さに及
およ

んでいた。 我が最右翼には、旅順が開城した後、これまで第三軍に属

していた第十一師団および後備
こうび

第一、第四旅団をもって新たに編
へん

成
せい

した鴨
おう

緑
りょく

江
こう

軍を配置したが、その司

令官陸軍大将 川
かわ

村
むら

景
かげ

明
あき

は、2月 20日、諸軍に先んじて賽
さい

馬集
ばしゅう

方面から軍を進め、折からの風雪
ふうせつ

を冒
おか

して、 

 

24日には清
せい

河
か

城
じょう

を占
せん

領
りょう

した。 

クロパトキンの狼狽
ろうばい

 

その 勢
いきお

いが 頗
すこぶ

る猛
もう

烈
れつ

だったので、敵の

総司令官クロパトキンは乃木大将の軍が全

力を挙げてこの方面に迫って来たものと

誤信
ごしん

し、予備隊および右翼の兵を割
さ

いてこれ

を防
ふせ

がせた。 ところが、乃木大将の第三軍

は最左翼となって、すでに遠く黒溝台の西方

にまわっていたので、27 日、更に進んでその

北方の長 灘
ちょうなん

方面の敵の右翼を襲
おそ

った。  

クロパトキンはこの意外
いがい

な攻撃に 周
しゅう

章
しょう

狼
ろう

狽
ばい

、急にまた左翼から兵をかえして

これを防がせたが、折から、我が右翼、中央、

左翼の黒
くろ

木
き

、野
の

津
づ

、奥
おく

の 3軍もまた進撃を始

めたので、敵は全線にわたって一時に混
こん

乱
らん

動
どう

揺
よう

し始めた。  
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露
ろ

軍
ぐん

の混
こん

乱
らん

 

  こうして 3 月 4 日、乃木軍が防止
ぼうし

する敵を撃退して、更に北方を指
さ

して進むと、奥
おく

軍もまたこれと連

絡を保
たも

ちながら鉄道
てつどう

線路
せんろ

の西方を次第に北進して敵に肉薄
にくはく

した。 敵軍は、見る見る全く包囲
ほうい

の中に 陥
おちい

る

かの形勢となって来たので、クロパトキンはよんどころなく諸軍に令して、沙
さ

河
か

の防御
ぼうぎょ

線
せん

を撤
てっ

して、渾
こん

河
が

の右岸によって我が軍の前進を食
く

い止
と

めようとした。 わが野津
の づ

、黒木
くろき

の両軍は急に敵の正面を圧
あっ

しなが

ら、鉄道線路の東方を北上し、最右翼の川村軍は敵の左翼を急 撃
きゅうげき

して 3月 8日には馬
ば

群
ぐん

丹
たん

を占領し、翌 9

日には撫
ぶ

順
じゅん

を占領した。  

奉天
ほうてん

の陥落
かんらく

 

  こうして、我が諸軍
しょぐん

が 3 面から一斉に進んで奉天
ほうてん

に肉薄
にくはく

した時、乃木軍は更にまた陣地
じんち

を転換
てんかん

して、

その一部は遠く奉天
ほうてん

の背後
はいご

に迫
せま

った。 敵の退路
たいろ

を絶
た

とうとしたのです。 敵の総司令官クロパトキンが、

「予
よ

は包囲
ほ う い

された」と本国に向って電報
でんぽう

を打
う

ったというのはこの時で、さすがに敵も防戦
ぼうせん

には大いにつと

めたが、我が軍の勇
ゆう

猛
もう

果
か

敢
かん

な突撃には敵
てき

しかねて、ついに 9 日の夕刻には全く総
そう

崩
くず

れとなって敗
はい

走
そう

した。 

 我が軍は 3月 10日に奉天を占領し、更に敵の逃げるのを追って 13日には興
こう

京
きょう

を奪
うば

い、16日
にち

には鉄
てつ

嶺
れい

を、18日には法
ほう

庫
こ

門
もん

を、19日には開
かい

原
げん

を、21日には 昌
しょう

図
と

を占領した。 この時、敵はすでに遠くその北

35マイルの四
し

平街
へいがい

にまで逃
に

げていたので、ここに我が軍は初めて多少
たしょう

の休 養
きゅうよう

をもつ事が出来た。 

  さて、奉天の大会戦における我が軍の死傷者は 41,220 で、敵の戦場に遺棄
い き

した死体は 26,500 を数え

た。 その他の死傷者は凡そ 90,000 以上であったろうといわれる。 我が軍の捕虜になったものもナヒモ

フ少将以下 40,000 を超えた。 なお、わが戦利品
せんりひん

は一々数えられないほどでしたが、火砲
かほう

だけでも 100 門
もん

を超
こ

えたのです。 実にこの会戦
かいせん

は世界
せかい

未曾有
み ぞ う

の大戦争で、陸上における日露両軍の勝敗は、この一戦に

よって 全
まった

く定
さだ

まったのですから、 我が国では、その後、奉天占領の 3 月 15 日をもって陸軍
りくぐん

記念
きねん

日
び

とし

て、毎
まい

年
ねん

、当
とう

時
じ

を追
つい

懐
かい

して士
し

気
き

を鼓
こ

舞
ぶ

することにしています。 

  さて、3月 15日、わが満州軍総司令部は奉天に移ることになり、午後の 4時ころ、総司令官 大山
おおやま

巌
いわお

は幕
ばく

僚
りょう

以
い

下
か

を 随
したが

えて堂
どう

々
どう

と奉天に 入 城
にゅうじょう

した。 この時、真っ先に押
お

し立
た

てて行ったのは五
ご

星旗
せいき

でした

が、これは満州軍総司令部と四箇軍団との意味を五つの星
ほし

で表したものだったということです。 

  ところで、一方、海軍のほうはその後どうなったか？ 

遼 東
りょうとう

半島
はんとう

封鎖
ふうさ

の解除
かいじょ

 

  前にも述べたように、我が連合
れんごう

艦隊
かんたい

は旅順攻囲軍と終始
しゅうし

協力して、常
つね

に海上から敵を威
い

嚇
かく

し、警
けい

戒
かい

し

ていたのですが、明治 37 年 12 月 6 日に 203 高地は占領されて、その後、間もなく敵の旅順艦隊が絶滅
ぜつめつ

す

ると、東亜
とうあ

の海面にはもはや憂
うれ

うものが何もなくなったので、東郷連合艦隊司令長官は、上村第二艦隊司

令長官と共に帰京
ききょう

の途
と

に就
つ

き、12 月 30 日に 着
ちゃく

京
きょう

、直
ただ

ちに参
さん

内
だい

して会戦の経過
けいか

をつぶさに奏 上
そうじょう

した。 

そして翌 38年 1月 7日には、遼東半島の封鎖
ふうさ

解除
かいじょ

を宣言
せんげん

した。 すでに旅順が開城したので、もはや遮
しゃ

断
だん

、

監
かん

視
し

の必
ひつ

要
よう

が無くなったからです。  
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バルチック艦
かん

隊
たい

の東
とう

航
こう

 

  ところが、一方、ロシアは、開戦のはじめに、旅順の艦隊が大打撃を受けて、爾
じ

来
らい

、常
つね

に守
しゅ

勢
せい

を執
と

ら

なければならなかったので、遽
はる

かにこれの挽
ばん

回
かい

の計
けい

画
かく

を立て、明治 37年 4月 30 日、即ち我が第三回旅順

閉塞の数日前には、早くもすでにバルチック艦隊の一部を割いて太平洋第二艦隊を編成し、遠くこれを東亜
とうあ

に送って、旅順、浦
うら

潮
じお

（ウラジオストック）の艦隊と共に相
あい

協 力
きょうりょく

して我が海軍を圧伏
あっぷく

させようとした。 

  ところが、その東
とう

航
こう

の 準
じゅん

備
び

に意
い

外
がい

に手
て

間
ま

が取
と

れたために、出発はおおいに遅
おく

れて、同年 10月の半
なか

ば

になった。司令長官はロジェストウェンスキーでした。 その月の末にアフリカの西北角
かど

で地中 海
ちゅうかい

に近い

モロッコのタンジェルに着き、ここで艦隊は二つに分かれて、一隊はアフリカの南端
なんたん

 喜
き

望
ぼう

峰
ほう

を迂回
うかい

し、一

隊はスエズの運河
うんが

を経
へ

て、一月の初めに仏 領
ふつりょう

マダガスカル島のノシベ湾で相会
あいかい

した。 この時、旅順陥落
かんらく

の知らせが聞こえて、或いは東航艦隊の 召
しょう

還
かん

説
せつ

なども伝わったためか、暫
しばら

くそこに碇
てい

泊
はく

をつづけてい

たが、3 月 16日になって 漸
ようや

くまた解纜
かいらん

して航海をつづけた。  

  之
これ

より先
さ

き、ロシアは更にまた太平洋第三艦隊を編成
へんせい

し、海軍少将ネボカトフをその司令官として、 

2月 15日に本国を出発させていた。 それで、ロジェストウェンスキーの第二艦隊は、4月 12日に仏領安
あん

南
なん

（現ベトナム）のカムラン湾に入ると、そこでこれを待
ま

ち合
あ

わせて、5月上旬に同じく安南のホンコヘ湾

外でこの後発
こうはつ

の第三艦隊を併
あわ

せた。 こうしてバルチック艦隊は合
がっ

してすべて 38隻の一大艦隊となり、舳
じく

艪
ろ

相
あい

衡
ふく

んで、意気揚々
いきようよう

と 琉 球
りゅうきゅう

列島
れっとう

の西方を過ぎ、一路
いちろ

直
ただ

ちにウラジオストックに入ろうとして対馬
つしま

海峡

に向って来た。 

敵
てき

を待
ま

つ我
わ

が艦
かん

隊
たい

 

  一方、わが連合艦隊は、さきに一旦帰京した東郷司令長官が、上村第二艦隊司令長官と共に 2 月初旬

に帝都
ていと

を辞
じ

して再び海上の任務
にんむ

に就
つ

いてから、主としてこのバルチック艦隊の東航
とうこう

に備
そな

えていたが、5 月

10日を過ぎて、敵艦隊がいよいよホンコヘを出たことがわかると、すなわち一層緊 張
きんちょう

して対馬海峡を扼
やく

し、

主力を韓国の鎮
ちん

海
かい

湾
わん

に集め、数多
あまた

の 硝
しょう

艦
かん

を海 峡
かいきょう

のところどころに放
はな

って敵艦隊の 消 息
しょうそく

を探
さぐ

っていた。 

  

敵艦
てきかん

見
み

ゆ、東
とう

郷
ごう

司
し

令
れい

長
ちょう

官
かん

の信
しん

号
ごう

 

すると、5月 27日の午前 4 時 45分に五島
ごとう

沖
おき

を警戒
けいかい

していた硝艦信濃
しなの

丸
まる

から、無線
むせん

電信
でんしん

で、

「敵艦
てきかん

見
み

ゆ。 敵は 東
ひがし

水
すい

道
どう

に向
むか

うものの如
ごと

し。」

という警報
けいほう

が来た。 そこで、全艦隊は直ちに

出動して、敵艦隊を壱岐
い き

の東北方に当たる沖
おき

ノ

島
しま

付近に迎
むか

えて一
いっ

挙
きょ

にこれを殲
せん

滅
めつ

しようとし

た。わが連合艦隊は、この時、約 40余
よ

隻の艦艇

から成っていた。 東郷
とうごう

司令長官は旗
き

艦
かん

三
み

笠
かさ

に 

 

 

         三
み

 笠
かさ

 艦 
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坐
ざ

乗
じょう

して全艦隊を指揮
し き

していたが、刻
こっ

々
こく

と時
とき

が過
す

ぎて、敵艦隊が次第に近づいて来ると、午後 1時 55分、

旗艦三笠の 檣
しょう

頭
とう

に高く戦闘旗
せんとうき

（ Z
ゼット

旗
き

）と共に、かの有名な「皇
こう

国
こく

の興
こう

廃
はい

此
この

一
いっ

戦
せん

に在
あ

り、各
かく

員
いん

一
いっ

層
そう

奮
ふん

励
れい

努
ど

力
りょく

せよ。」という信
しん

号
ごう

をかかげて士気
し き

を鼓舞
こ ぶ

した。  

各艦の将士はこれを望見
ぼうけん

して勇躍
ゆうやく

奮起
ふんき

、皆一斉に死
し

を決
けっ

して奮
ふん

戦
せん

することを誓
ちか

った。 

     

                    日
にっ

本
ぽん

海
かい

の海
かい

戦
せん

 

日
に

本
ぽん

海
かい

の海
かい

戦
せん

 

  午後 2時 8分、砲火は先づ敵の先頭
せんとう

部隊から開かれたが、わが艦隊はすぐにはこれに応
おう

ぜず、彼
ひ

我
が

の距
きょ

離
り

が 6,000 m になるのを待って初めて猛然
もうぜん

と応戦
おうせん

した。 折から、風
かぜ

は強く、浪
なみ

は高かったが、沈 着
ちんちゃく

に

して熟 練
じゅくれん

な我が将士の奮戦
ふんせん

に、打
う

ち出
だ

す砲
ほう

弾
だん

は 着
ちゃく

々
ちゃく

と 命
めいちゅう

中して、間もなく敵の第二戦隊旗艦オス

ラビア、第一戦隊旗艦スワロフおよびアレキサンドル三世が、相
あい

踵
つ

いで火
か

災
さい

を起
お

こして戦
せん

列
れつ

を離
はな

れたのみ

ならず、その他の諸
しょ

艦
かん

も陸
りく

続
ぞく

と火災を起こした。 忽
たちま

ち敵の陣
じん

形
けい

は全く、乱
みだ

れて、午後 3 時ごろには早

くもすでに勝敗の大勢
たいせい

が決したのです。 

  敵は或
ある

いは逃
に

げ、或いは南方に進
しん

路
ろ

を転
てん

じて、右
う

往
おう

し、左
さ

往
おう

したが、わが艦隊は巧
たく

みにその行く手を

遮
さえぎ

って、しきりに猛撃を加え、ついに其の日 没
にちぼつ

までに戦艦オスラビア、アレキサンドル三世、ボゴロチ

ノ、スワロフおよび仮装
かそう

巡 洋
じゅんよう

艦ウラルなどを撃沈
げきちん

した。 

更に夜に入ってからは駆逐隊および水雷艇隊に夜襲
やしゅう

を決行
けっこう

して、戦艦ナワリンを轟沈
ごうちん

し、戦艦シソイ

ウェルキー、装甲巡洋艦ナヒモフ、モノマフの 3隻に戦
せん

闘
とう

および航
こう

海
かい

の能
のう

力
りょく

を 失
うしな

わせた。 

敵
てき

の司
し

令
れい

長
ちょう

官
かん

および司
し

令
れい

官
かん

以
い

下
か

の捕
ほ

獲
かく

 

また、この日、旗艦スワロフに坐乗
ざじょう

していた敵の司令
しれい

長 官
ちょうかん

ロジェストウェンスキー中将は、同艦の沈
ちん

没
ぼつ

前に 重
じゅう

傷
しょう

を受
う

けて駆逐艦ブイヌイに乗り移り、その後の敵の全艦隊の指揮
し き

は、ネボカトフ少将がこれ

に代わっていたが、彼はその夜、敗残
はいざん

の戦艦ニコライ一世、アリヨール、巡 洋
じゅんよう

艦イズムルード、海防
かいぼう

艦

アブラクシン、セニャーウィンの 5隻を率いて、密
ひそ

かに我が駆逐隊および水雷艇隊の包
ほう

囲
い

襲
しゅう

撃
げき

の中から脱
だっ

出
しゅつ

してウラジオストックに向
むか

った。 
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ところが、翌 28日の朝、鬱
うつ

陵
りょう

島
とう

付近で待
ま

ち構
かま

えていた我が主力艦隊の包
ほう

囲
い

に遭
あ

うと、もはや抵抗
ていこう

す

ることの出来ないのを知って、すなわち白
はく

旗
き

を掲
かか

げて降
こう

服
ふく

した。 ただイズムルードだけは、その快 速 力
かいそくりょく

を利用
りよう

して逸早
いちはや

く逃げ去ったが、後にウラジオストック近くのウラジッミール湾で浅
あさ

瀬
せ

に乗り上げて擱
かく

座
ざ

破
は

壊
かい

した。 

  また、かのロジェストウェンスキー中将はブイヌイから更に駆逐艦ベドウィに移乗
いじょう

していたのですが、

この日の午後、わが駆逐艦 漣
さざなみ

、陽炎
かげろう

の 2 艦が、それとも知らずにベドウィを追撃
ついげき

すると、この艦もま

た白旗を掲
かか

げて降
こう

を乞
こ

い、ロジェストウェンスキー中将以下幕僚は皆わが捕虜
ほりょ

となった。 

敵艦
てきかん

だけの損害
そんがい

 

  なお、露艦の最後を一々ここに述べ立てるのは 煩
わずら

わしいから 省
しょう

略
りゃく

するが、要
よう

するに、戦闘
せんとう

は僅
わづ

か

に 2 日間で、敵艦の撃沈
げきちん

されたものが 19隻、捕獲
ほかく

されたものが 5隻、押 収
おうしゅう

されたものが 1隻で、その他

は逃走
とうそう

後、あるいは破
は

壊
かい

し、或いは沈
ちん

没
ぼつ

し、或いは中立港に入って武装
ぶそう

を解
と

かれ、はるばると目指
め ざ

して 
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来たウラジオストックに逃

に

げおおせたものは、僅かに巡洋艦 1

隻、駆逐艦 2隻の 3隻に過ぎなかったのです。 また、敵の戦死

者は四千数百名といわれ、捕虜は司令長官、司令官以下 6,106 名

にのぼった。   

一方で我が艦隊の損害は、僅かに水雷艇 3 隻を失っただけ

で、戦死者は 116 名、負傷者は 538 名に止
とど

まった。  

一
いち

大
だい

奇
き

蹟
せき

 

  なんという顕
けん

著
ちょ

な 勝
しょう

敗
はい

だったでしょう。 実に日本海の海

戦は、有史以来はじめての大海戦であって、その勝利もまた嘗て

前例のない大勝利でした。 これが一大奇蹟
きせき

として各国に感
かん

嘆
たん

され、名
めい

将
しょう

東
とう

郷
ごう

平
へい

八
はち

郎
ろう

の名が一
いっ

朝
ちょう

にして世界に響
ひび

き渡
わた

った

のに何の不
ふ

思
し

議
ぎ

がありましょう。 しかも、東郷司令長官は、こ

の時、大
だい

本
ほん

営
えい

に電
でん

奏
そう

した公
こう

報
ほう

の末
まつ

段
だん

において次のように述べて

いる。 

 

 

     東
とう

郷
ごう

平
へい

八
はち

郎
ろう

 

この対戦に於ける敵の兵力、我れと大差
たいさ

あらず。 敵の将卒もまた祖国
そこく

のために 極 力
きょくりょく

奮闘
ふんとう

し

た事を認
みと

める。 然
しか

れども我が連合艦隊が克
よ

く勝
かち

を制
せい

して前記の如
ごと

き奇
き

蹟
せき

を収
おさ

め得
え

たのは、一

に天皇陛下の御威
い

稜
りょう

の致
いた

す 所
ところ

にして、固
もと

より人
じん

為
い

の能
よ

くしたものでは無い。 殊
こと

に我が軍の

損
そん

失
しつ

、死傷の僅
きん

少
しょう

なのは、歴
れき

代
だい

神
しん

霊
れい

の加
か

護
ご

に依
よ

るものと信仰
しんこう

する外
ほか

なく、先きに敵に対して勇
ゆう

進
しん

敢
かん

戦
せん

した麾
き

下
か

将卒も皆この成果を見るに及んで、唯
ただ

々
ただ

感
かん

激
げき

の 極
きょく

を 表
ひょう

現
げん

できない。 

  是
これ

れは実
じつ

に我が 忠
ちゅう

勇
ゆう

無
む

二
に

な軍人の信念
しんねん

を披瀝
ひれき

したもので、同時にまた、我が国民の古
こ

来
らい

の伝
でん

統
とう

精
せい

神
しん

を明
めい

々
めい

地
ち

に発
はつ

揚
よう

したものです。 

  なお、その後、我が国では、毎年 5月 27日をもって海軍
かいぐん

記念
きねん

日
び

とし、この大海戦の勝利を追懐
ついかい

してい

ます。 

東郷
とうごう

大 将
たいしょう

の敵 将
てきしょう

慰問
いもん

 

  ところで、もうひとつ、この大海戦の余談
よだん

として皆さんに話しておきたいのは、越えて 6 月 3 日、東

郷大将が敵の司令長官ロジェストミンスキー中将を、その収 容
しゅうよう

されている佐
さ

世
せ

保
ぼ

の海
かい

軍
ぐん

病
びょう

院
いん

に見
み

舞
ま

った

事です。 この時、中将は可
か

なりの 重
じゅう

傷
しょう

で、身
み

動
うご

きすら容
よう

易
い

ではなかったが、大将の見舞いを大いに喜

び、辛
から

くも身
み

を起
お

こして固
かた

く握
あく

手
しゅ

を交
か

わした。 そして大将が 懇
ねんご

ろに慰
い

問
もん

の言
こと

葉
ば

を述
の

べて、一日も早く

快癒
かいゆ

される事を望まれたのに対して、中将は厚くその好
こう

意
い

を謝
しゃ

し、感
かん

涙
るい

をさえ浮べながら、わが艦隊の精
せい

鋭
えい

を称
たた

え、負
ふ

傷
しょう

を却
かえ

って名
めい

誉
よ

とする旨
むね

を答えた。 勝って驕
おご

らない大将と、敗れて重傷の床
とこ

に敵を称
たた

え

た中将との会見
かいけん

は、思うに、かの水師営
すいしえい

における乃木大将とステッセルとの会見と相
あい

並
なら

んで、まことに感
かん
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慨
がい

の深
ふか

い、劇
げき

的
てき

なものであったろうと想像
そうぞう

されます。 

  さて、我が大本営では、すでに奉天
ほうてん

の大会戦で敵の陸軍を遠く北方に駆逐
くちく

し、今また日本海の海戦で

敵の艦隊
かんたい

を 殆
ほとん

ど全
ぜん

滅
めつ

させてしまったので、更に新たに樺
から

太
ふと

攻撃軍
こうげきぐん

を編成
へんせい

して、陸軍中将 原
はら

口
ぐち

兼
かね

済
ずみ

をそ

の司令官とし、又、北
ほく

遣
けん

艦
かん

隊
たい

を組
そ

織
しき

して海軍中将 片
かた

岡
おか

七
しち

郎
ろう

をその司令官とし、互いに協力して樺
から

太
ふと

を占

領させる事にした。 

  

 

樺
から

太
ふと

の占 領
せんりょう

 

  明治 38年 7月 7日、この攻撃軍の一部である南部
なんぶ

上陸部隊は、

北遣
ほくけん

艦隊の援護
えんご

の下
もと

に先づコルサコフ（昭和初期の大 泊
おおとまり

）の東

方に上陸し、翌 8 日、何らの抵抗をも受けずにコルサコフを占領

してから、到
いた

るところに敵を破って、12日にはすでに樺太南部の

占領を確実
かくじつ

にした。 この間に、北部
ほくぶ

上陸部隊もまた出動して、

同じく北遣艦隊の援護の下に、24日、当時、全島の首府
しゅふ

であった

アレキサンドロフスクの北方に上陸、即日、アレキサンドロフス

クを占領してから、この部隊もまた着々と敵を破り、敵将リャブ

ノフを降して、31 日には遂
つい

に全く全島を 略
りゃく

定
てい

した。 

米国
べいこく

大 統 領
だいとうりょう

の講和
こうわ

勧告
かんこく

 

  これより先き、アメリカ合衆国の大統領ルーズベルトは、す

でに奉天の大勝および日本海の大勝によって、戦
せん

局
きょく

は一
いち

段
だん

落
らく

が

つき、明
あき

らかに日本の優
ゆう

越
えつ

が 証
しょう

明
めい

されているのに、この上なお

戦闘をつづけるのは無用
むよう

でもあり、人道
じんどう

のためにもよろしくない

というので、 明治 38年 6月 9日、日露両国の政府に向って講和
こうわ

を

勧告
かんこく

した。 わが政府は初めから平和
へいわ

を希望
きぼう

していたのですから、 

翌 10 日、直
ただ

ちにこれに応
おう

じ、露国もまた 13 日に至ってこれに応じたので、すなわちアメリカ合衆国ニュ

ーハンプシャー州ポーツマスにおいて講
こう

和
わ

談
だん

判
ぱん

を開
ひら

くこととした。 そこで、我が国は外務
が い む

大臣 小村
こむら

寿
じゅ

太郎
たろう

 と駐米全権公使 高平
たかひら

小五郎
こ ご ろ う

を全権委員に任命
にんめい

し、露国は前大蔵
おおくら

大臣ウィッテおよび駐米大使ローゼ

ンを全権
ぜんけん

委員
いいん

とした。 

  小村全権は 7 月 8 日をもって東京を出発し、ウィッテは同月 19 日、露都を出発した。 そして 8 月 9

日、両国全権委員は米国ポーツマスの海軍
かいぐん

鎮守府
ちんじゅふ

ではじめて第 1 回正式会見を行い、その翌日から談判に

かかった。 
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ポーツマス条 約
じょうやく

の締結
ていけつ

 

  ところが、露国は連
れん

戦
せん

皆
みな

敗
やぶ

れて和
わ

を講
こう

じることになったにも拘
かか

わらず、そ

の全権は、日本軍がまだ一歩のロシアに

入っていないとの理由で、 自
みづか

ら敗
はい

戦
せん

者
しゃ

と認
みと

めることを肯
がん

んぜず、わが提
てい

出
しゅつ

し

た講
こう

和
わ

条
じょう

件
けん

の 殆
ほとん

ど各
かく

条
じょう

について、不
ふ

同
どう

意
い

を 表
あらわ

し、或
ある

いは異
い

議
ぎ

を唱
とな

えた。  

ことに割
かっ

地
ち

と 償
しょう

金
きん

とは絶
ぜっ

対
たい

にこれ

を拒
こば

んだので、容易
ようい

に相互
そうご

の意見
いけん

がまと

まらず、一時は 殆
ほとん

ど談
だん

判
ぱん

は破
は

裂
れつ

しそう

になった。 

  

  米国 ポーツマス    日
にち

露
ろ

講
こう

和
わ

会
かい

議
ぎ

 

       右列: 左から 3 人目が  小村
おむら

寿
じゅ

太郎
たろう

、 高平
たかひら

小五郎
こ ご ろ う

 

左列: 左から 3 人目が  ウィッテ、 ローゼン 

 しかし、第 11 回目（8 月 29 日）の会見
かいけん

で、我が国が償金の要 求
ようきゅう

を撤回
てっかい

して大譲歩
だいじょうほ

すると、彼れも樺

太南半の割 譲
かつじょう

を承 諾
しょうだく

して、ここに 漸
ようや

く彼
ひ

我
が

の意
い

見
けん

の一
いっ

致
ち

を見
み

た。 

  そこで、9月 1 日、先
ま

づ 休
きゅう

戦
せん

条
じょう

約
やく

を結
むす

び、ついで 9月 5 日に講
こう

和
わ

条
じょう

約
やく

の記
き

名
めい

調
ちょう

印
いん

を終
お

えた。 世

にこれをポ－ツマス条約と言う。 すべて 15か条から成っていたが、その要項
ようこう

は次の通りです。 

 １． 露
ろ

国は日本が韓
かん

国において政
せい

治
じ

上
じょう

、軍
ぐん

事
じ

上、経
けい

済
ざい

上の卓
たく

絶
ぜつ

な利
り

益
えき

を有
ゆう

することを 承
しょう

認
にん

し、 

日本が必
ひつ

要
よう

と認
みと

める指
し

導
どう

、保
ほ

護
ご

および監
かん

理
り

の措
そ

置
ち

を執
と

るに当たって、これを 妨
さまた

げたり、 

これに干
かん

渉
しょう

しない。 

 ２． 露国は満 州
まんしゅう

において清
しん

国の主
しゅ

権
けん

を侵
しん

害
がい

し、又
また

は機
き

会
かい

均
きん

等
とう

主
しゅ

義
ぎ

を相
あい

容
い

れないところの利
り

益
えき

は 

全くこれを持たない。 

 ３． 露国は清国の承 諾
しょうだく

をもって旅順港、大連およびその付近の 領
りょう

土
ど

および 領
りょう

水
みず

の租
そ

借
しゃく

権
けん

を 

日本に譲
ゆず

り渡
わた

す。 

 ４． 露国は 長 春
ちょうしゅん

、旅
りょ

順
じゅん

口間の鉄
てつ

道
どう

本
ほん

支
し

線
せん

、炭
たん

鉱
こう

を清国の承諾をもって日本に譲り渡す。 

 ５． 露国は樺太島の北緯 50 度以南およびその付近の諸島嶼
しょとうしょ

を日本に譲り渡す、 

 ６． 露国は日本海、オホーツク海およびベーリング海に瀕する領地の沿岸における漁
ぎょ

業
ぎょう

権
けん

を 

日本国
こく

民
みん

に許
きょ

与
よ

する。 

  こうして、この条約は、日露両国君
くん

主
しゅ

の批准
ひじゅん

を経
へ

て、10 月 14 日、アメリカ合衆国の首府ワシントン

でその交換
こうかん

が行われ、わが国では、同 16日に公布
こうふ

されたが、それと同時に、天皇は平
へい

和
わ

克
こく

服
ふく

に関
かん

する 勅
ちょく

語
ご

を下
くだ

し、勝
か

ちに狃
な

れて驕
おご

ることのないようにと深く国民をい 戒
いまし

められた。 

平
へい

和
わ

克
こく

復
ふく

、諸
しょ

軍
ぐん

の凱
がい

旋
せん
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  さて、すでに講和条約が締結
ていけつ

されると、9 月以降、我が陸海の将士は陸続
りくぞく

と凱旋
がいせん

したが、10 月 22 日

には神奈川
か な が わ

沖において凱
がい

旋
せん

諸
しょ

艦
かん

艇
てい

の大
だい

観
かん

艦
かん

式
しき

が行われ、11 月 14 日には、天皇は親
した

しく伊
い

勢
せ

の大
だい

廟
びょう

に平

和の克復
こくふく

を報告
ほうこく

された。 そして、12月 7日に満州軍総司令部が帝
てい

都
と

に凱
がい

旋
せん

すると、やがてその 20日に大
だい

本
ほん

営
えい

の解
かい

散
さん

を仰
おお

せ出
だ

され、翌 明治 39年 4月 30日、東京青
あお

山
やま

の練
れん

兵
ぺい

場
じょう

で凱
がい

旋
せん

各
かく

軍
ぐん

代
だい

表
ひょう

部
ぶ

隊
たい

の大
だい

観
かん

兵
ぺい

式
しき

が行
おこ

われた。 

戦 勝
せんしょう

の効果
こうか

 

  こうして、日露の大役
たいえき

はここに首
しゅ

尾
び

よく終
お

わりを告
つ

げたのだが、 顧
かえり

みれば前々年の 2 月、東洋の平

和のために、わが国が敢然
かんぜん

としてロシアと戦いを開いた時には、世界の列国は斉
ひと

しく我が国の敗
はい

戦
せん

を予
よ

想
そう

し、むしろ無
む

謀
ぼう

とさえ考えた者もあったくらいでした。 ところが、事実
じじつ

は 全
まった

くこれに反
はん

して、開戦以来、

文
も

字
じ

通
どお

りの連
れん

戦
せん

連
れん

勝
しょう

で、ついに世
せ

界
かい

屈
くっ

指
し

の 強
きょう

大
だい

国
こく

といわれたロシアを屈服
くっぷく

させたのです。 列
れっ

国
こく

の 驚
きょう

嘆
たん

が実
じつ

に 夥
おびただ

しいものであった事は言うまでもありません。 

世
せ

界
かい

一
いっ

等
とう

国
こく

の列
れつ

に入
はい

る 

 ただ講和に当たって、償 金
しょうきん

は取れず、割地
かっち

も僅
わづ

かに樺
から

太
ふと

の南半を得ただけだったので、国民の多く

はその予
よ

期
き

に反
はん

したのに失
しつ

望
ぼう

した。 しかし、この戦 勝
せんしょう

によって、我が国は大いに国
こく

威
い

を海
かい

外
がい

に 輝
かがや

かし

たのみならず、我が国の承 諾
しょうだく

しないところを東亜
とうあ

において他国に行わせない実
じつ

力
りょく

のある事を 証
しょう

明
めい

した。 

かのヨーロッパの 6 大強国がその承 諾
しょうだく

しない事をヨーロッパにおいて 行
おこな

わさせず、又、アメリカ合

衆国がその承諾しない事を両米大陸いおいて行わせないので世界の一等
いっとう

国
こく

であるのと同じ理由で、日本も

また一等国の列
れつ

に入
はい

ったのです。 この大きな効果
こうか

ははるかに条約以上のもので、とても物 質 上
ぶっしつじょう

の利益
りえき

な

どは比
くら

べものにならないのです。 

大
たい

勝
しょう

を得
え

た理
り

由
ゆう

 

  とはいえ、それもこれも、もとより天皇の御 稜
りょう

威
い

によることは勿論
もちろん

だが、また将士の 忠
ちゅう

勇
ゆう

と国
こく

民
みん

の

後
こう

援
えん

とが相
あい

俟
ま

って君
くん

国
こく

に尽
つ

くした為です。 実にこの役
えき

の間、国民は増税
ぞうぜい

の負担
ふ た ん

に甘
あま

んじて、進
すす

んで戦
せん

時
じ

公
こう

債
さい

に応
おう

募
ぼ

し、また、赤
せき

十
じゅう

字
じ

社
しゃ

は敵
てき

身
み

方
かた

の別
べつ

なく 救
きゅう

護
ご

につとめ、愛
あい

国
こく

婦
ふ

人
じん

会
かい

は 出
しゅっ

征
せい

軍
ぐん

人
じん

およびその家
か

族
ぞく

の慰
い

問
もん

、戦
せん

病
びょう

死
し

の 弔
ちょう

意
い

などの全力を注
そそ

いで、挙
きょ

国
こく

一
いっ

致
ち

、いわゆる 銃
じゅう

後
ご

の守
まも

りを 全
まっと

うしたのです。 

 

   (  第 14話 日露戦争 終わり。 次は前頁に戻り、第 15話 戦後の経営  ) 


